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１．衛星放送の位置付けと新たな動向 

現在、我が国の衛星放送（デジタル放送）については、ＢＳ放送（平成 12 年放送開始）、

東経１１０度ＣＳ放送（平成 14 年放送開始）及び東経１２４／１２８度ＣＳ放送（平成８

年放送開始）の３つがある。放送開始当初は、ＢＳ放送を「高品質」を追求する放送メディ

ア、東経１１０度ＣＳ放送を通信との連動など「高機能」を追求する放送メディア、東経１

２４／１２８度ＣＳ放送を多様な専門チャンネルにより「多チャンネル」を追求する放送メ

ディアとそれぞれ位置付け、普及策が講じられてきた。 

その後、ＢＳ放送と東経１１０度ＣＳ放送は、アンテナについては共用アンテナ、チュー

ナーについては地上テレビジョン放送を含む三波共用の受信機が普及していく中で、受信環

境に差異がなくなっていった。こうした状況を踏まえ、総務省は、平成２０年７月に策定・

公表した「平成２３年以降に開始される予定の新たなＢＳデジタル放送に係る委託放送業務

の認定に関する基本的方針」において、ＢＳ放送と東経１１０度ＣＳ放送の普及政策を一体

化し、東経１１０度ＣＳ放送についても、認定に際して高画質のものを優先することとした。

さらに、平成２２年の放送法改正により、両者は「衛星基幹放送」として同じ法制度が適用

されることとなった。 

また、新たな動きとして、これまでＢＳ放送や東経１１０度ＣＳ放送において追求されて

きた「高画質」について、本年１２月から「新４Ｋ８Ｋ衛星放送」が開始されることにより、

今後急速に進展することが予想される。 

衛星放送、とりわけ本ワーキンググループの主要議題である帯域の有効活用を議論するに

当たっては、こうした衛星放送のメディアとしての位置付けと経緯及び新たな動向を十分踏

まえることが必要である。 

 

２．帯域の有効活用に関する議論の背景と方向性 

平成２９年秋以降、政府の規制改革推進会議において、電波の有効活用が議論されており、

同年１１月に公表された第２次答申においては、放送用の帯域の更なる有効活用に関して、

「総務省は、放送事業の未来像を見据え、放送用に割り当てられている帯域について、周波

数の有効活用などにつき、イノベーション創出の観点等から行う提案募集なども含め、検討

を行う」旨の提言が行われたところである。 

衛星放送（デジタル放送）については、放送開始以来、総務大臣から周波数を割り当てら

れて衛星に開設する無線局等を運用するハード事業者と、コンテンツを制作してその無線局

等を使用して放送するソフト事業者を分離する形で事業が運営されてきたところであり、ソ

フト事業者が総務大臣から指定を受けて使用する帯域（スロット）は、放送用周波数の割当

てそのものに該当するものではない。しかしながら、衛星基幹放送のソフト事業者が指定さ

れる帯域も放送用周波数と同じく有限稀少なものであり、特にＢＳ放送及び東経１１０度Ｃ

Ｓ放送の右旋帯域における逼迫状況を踏まえれば、帯域が有効活用されているか否かを検証

し、放送法で定める「表現の自由ができるだけ多くの者によって享有される」環境を整備す
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ることが必要である。 

他方で、本年からの新４Ｋ８Ｋ衛星放送の実現に向けて新たに開放されたＢＳ放送及び東

経１１０度ＣＳ放送の左旋帯域については、対応する新たなアンテナが必要であるなど受信

環境の相違から、公募を行ったにも関わらず利用可能枠が全ては埋まらず、今後更に利用可

能な帯域が拡充される見込みであることも踏まえれば、右旋帯域とは別の意味で有効活用が

進んでいない状況である。 

したがって、帯域の有効活用を検討するに当たっては、ＢＳ放送及び東経１１０度ＣＳ放

送の右旋帯域と左旋帯域の利用状況の非対称性を前提にすることが必要 1であり、 

① 右旋帯域については、符号化装置の高度化等、放送機器の性能向上等を踏まえて効率的

利用の観点から、 

② 左旋帯域については、受信環境の整備など利用促進の観点から、 

それぞれ有効活用の在り方を別々に検討することが望ましいと考えられる。 

 

３．効率的利用の観点からの右旋帯域の有効活用 

（１）基本的な考え方 

現在の法制度においては、ＢＳ放送及び東経１１０度ＣＳ放送といった衛星基幹放送に

参入するに当たっては、総務大臣の認定を受けることが必要であり、認定期間は５年、更

新も可能とされている。認定の更新に際しては、地上基幹放送と異なり 2、マスメディア

集中排除原則への適合性のみを審査することとされており、一旦認定を受けて事業参入す

れば、容易に当該認定を更新することが可能な仕組みとなっている。 

このため、帯域の有効活用に関しては、新規参入に係る認定についても、５年ごとの認

定の更新についても審査項目とされていない 3。この背景としては、これまでは、右旋帯

域についても新たな周波数の開放やデジタル化に伴うアナログ放送の停波等により、比較

的潤沢に新たな利用可能帯域が生じてきたという経緯があり、また、衛星放送という新た

なメディアの普及を促進するため、番組（チャンネル）の継続性を重視するという観点か

ら既に参入した事業者の認定更新に際して過度の負担を課さないという考え方に基づい

て制度設計されたことによるものと考えられる。 

  しかしながら、ＢＳ放送及び東経１１０度ＣＳ放送のいずれについても、右旋帯域につ

                                                   
1 東経 124/128度 CS 放送については、参入に際して総務大臣が帯域を指定する「認定」ではなく、「登

録」によることとされており、今回の本ワーキンググループにおける検討の対象外とするものである

が、現時点で 100 万以上の加入者が存在しており、今後の事業動向等を見据えつつ、必要があればあ

らためて検討を行うことが望ましい。 
2 地上基幹放送については、ハード・ソフト一致の「再免許」も、ハード・ソフト分離の「認定の更

新」も、参入時と同じ項目を全て審査する制度となっている。 
3 唯一、帯域の有効活用が考慮された例として、平成１７年のＢＳ放送の新規認定に際して、行政が定

める「認定方針」において、比較審査項目として「周波数の効率的利用が図られるものであること」

が盛り込まれたことがある。 
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いては、 

① 本年１２月に開始予定の新４Ｋ８Ｋ衛星放送の一部をＢＳ放送の右旋帯域で実施す

るに当たり、参入事業者が既存放送の帯域の一部を自主的に縮減することを、優先的に

認定が受けられる条件とすることにより帯域を確保 

② 本年５月の認定による東経１１０度ＣＳ放送の高画質化について、高画質化に必要な

帯域を確保するために、画質評価を経た関係事業者の合意の下、高精細度テレビジョン

（ＨＤ）放送を行う帯域を従来の１６スロットから１２スロットに引き下げることで実

現 

といった事実が示すように、新たな利用可能帯域は容易に見込めない状況である。 

 他方で、ＢＳ放送及び東経１１０度ＣＳ放送といった衛星基幹放送が年間数億円のイン

フラ利用コストで３，０００～４，０００万世帯にリーチ可能な放送メディアであること

を踏まえれば、潜在的な新規参入要望も相当程度あるものと想定される。 

こうした状況を踏まえれば、右旋帯域に関しては、新規参入に関する認定、５年ごとの

認定の更新いずれについても、帯域が有効活用される、あるいはされてきたかを検証し、

有効活用が見込まれない場合には、総務大臣が指定する帯域を有効活用が担保できる水準

とする仕組みを法制度上明確に定めることが適当である。 

 

（２）有効活用の検証の基準 

有効活用されているか否かを行政が判断するに当たっては、客観的な基準が必要である

が、その際、同じ衛星基幹放送の右旋帯域であっても、ＢＳ放送と東経１１０度ＣＳ放送

では、後述するとおり技術的な特質や事業の態様等が異なっていることから、その相違を

踏まえて基準を設けることが適当である。 

  まず、東経１１０度ＣＳ放送の右旋帯域については、本年５月の認定による高画質化に

際して、既に画質評価を経た関係事業者全体の合意として、高精細度テレビジョン（ＨＤ）

放送について、従来の１６スロットではなく、一律１２スロットで実施することとされた

ところであり、当面はこの基準に基づいて有効活用されているか否かを判断することが適

当である。 

  一方、ＢＳ放送の右旋帯域については、 

① 東経１１０度ＣＳ放送と異なり、原則として、番組ごとにＴＳ（Transport Stream） 

ＩＤが割り振られ、番組ごとの送出を前提とした設備構成となるため、統計多重方式 4

の活用が困難であること、 

② マルチ編成や常時のデータ放送等、東経１１０度ＣＳ放送では実施されていないサー

ビスが提供されていること、 

 

                                                   
4 各番組の伝送容量の一部を必要に応じ各瞬間ごとに他の各番組の伝送に割り振る技術方式。 
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③ 1,440×1,080 ピクセルの HD だけでなく、1,920×1,080 ピクセルのフルＨＤ5

といった高画質であることをビジネスモデルのコアとして展開されている例もあるこ

と 

等、東経１１０度ＣＳ放送とは異なる事業実態があり、たとえ単純な帯域１スロット当た

りの伝送レートが東経１１０度ＣＳ放送より高い 6という事実があるとしても、東経１１

０度ＣＳ放送と同様の一律１２スロットによる高精細度テレビジョン（ＨＤ）放送の実施

を求めることは適当ではない。 

上記のような事業実態の相違を踏まえて、今後、ＢＳ放送の右旋帯域に関する具体的な

基準を検討していくことが必要となるが、その際、以下の点に留意すべきである。 

① 衛星基幹放送に係る行政処分の判断基準となるものであることから、客観的かつ定量

的な基準とすること。 

② ただし、事業者ごとに活用する技術や使用する放送機器、ビジネスモデルが異なる 7

ことを踏まえ、当該基準は、ある程度幅を持たせた柔軟なものであること。 

③ 当該基準については、技術の進展等を踏まえて、定期的に見直しを行うべきものであ

ること。 

また、基準については、行政処分の判断基準であることから、放送法及びその下位法令

といった法制度の中に明記することが適当であるが、その策定に当たっては、行政、関係

事業者及び関係団体等から構成される意見交換の場を設けることをはじめ、行政処分の当

事者や視聴者も含めた関係者の意見を聞く機会を十分に設ける 8ことが必要である。なお、

有効活用されているか否かを判断するに当たっては、認定又は認定の更新に際して、まず

は申請事業者が自ら法制度に定められた基準への適合性及び新たな技術・サービスの導入

状況その他の勘案すべき事情に関する説明責任を果たし、行政がその妥当性を検証すると

いった対応が望ましいと考えられる。 

 

 

                                                   
5 この報告書で用いる画質に関する用語の区分は以下のとおり。 

 放送法令上の区分 解像度 

２Ｋ 標準テレビジョン（ＳＤ）放送 ・720×480ピクセル 

高精細度テレビジョン（ＨＤ）放送 ・1,440×1,080 ピクセル 

・1,920×1,080ピクセル（フルＨＤ） 

４Ｋ 
超高精細度テレビジョン放送 

・3,840×2,160 ピクセル 

８Ｋ ・7,680×4,320ピクセル 

 
6 符号化方式が同じ MPEG2でも、実態上変調方式が違うことから、東経 110度ＣＳ放送が帯域１スロッ

ト当たり約 0.8Mbpsであるのに対し、ＢＳ放送は帯域１スロット当たり約 1.1Mbps。 
7 例えば、画像解像度 1,920×1,080 ピクセルのフル HDについては、帯域 24スロットで放送する事業

者がある一方で、フレーム／フィールド構造適応符号化方式を活用して帯域 18スロットで放送する

事業者も存在する。 
8 米国の国立標準技術研究所（NIST：National Institute of Standards and Technology）のように国

の機関が技術基準を策定する際に、広く RFC(Request for Comments)を採用している例もある。 
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（３）利用方策に関する基本方針 

衛星基幹放送の右旋帯域において利用可能な帯域が生じた場合、有効活用の観点から公

募により速やかに新たな利用方策を決定することが望ましい。 

その際、基本的な方針として、既存番組に帯域を追加することで画質の向上を図ること

と、新規番組の参入によりコンテンツの多様化を図ることのいずれを優先するかが論点と

なるが、これを検討するに当たっては、本年１２月より新４Ｋ８Ｋ衛星放送が開始される

ことを十分に踏まえることが必要である。すなわち、新４Ｋ８Ｋ衛星放送の開始により、

現在標準画質（ＳＤ）で放送されている既存番組については従来以上に画質格差が顕著と

なることが想定されることから、本年５月の認定による東経１１０度ＣＳ放送の高画質化

においても行われた 9ように、まずは既存の標準画質（ＳＤ）番組で高精細画質（ＨＤ）

番組への移行を希望する者を優先することが適当である。他方、既に高精細画質（ＨＤ）

で放送を行っている番組の更なる画質向上については、４Ｋ・８Ｋ放送の実施により実現

可能であることから、新規参入によるコンテンツの多様化を優先することが適当である。 

なお、２Ｋと４Ｋ・８Ｋに関して、現在、総務省告示「基幹放送普及計画」において、

「２Ｋ放送は右旋、４Ｋ・８Ｋ放送は左旋を基本」という方針 10が設けられているが当面

はこれを維持することが望ましい。しかしながら、当面は、４Ｋ・８Ｋ放送に関して独自

のコンテンツを大量に確保することが困難な状況ではあるにしても、同様のコンテンツを

２Ｋ放送と４Ｋ・８Ｋ放送の双方の帯域で放送することを長期間継続するのは有効活用の

観点からは課題である。このため、２Ｋから４Ｋ・８Ｋへの移行について、４Ｋ・８Ｋテ

レビの普及状況、受信環境の整備状況、メディアの特性等も見ながら、適切なタイミング

で関係者間で検討を開始することが適当である。 

 

（４）帯域の再編成 

本年１２月の新４Ｋ８Ｋ衛星放送の実施に伴うＢＳ右旋帯域の再編成や、今般の高画質

化に伴う東経１１０度ＣＳ右旋帯域の再編成等、既存番組の帯域の縮減・追加や新規参入

により右旋帯域全体の再編成が必要となることがある。大規模な帯域再編は時間・多大な

費用を伴うだけでなく、録画の失敗等、視聴者にも不利益が発生するリスクがあることか

ら、できるだけ避けることが望ましいが、ソフト事業者の新たな取組や新規参入による活

性化は、衛星放送事業全体のダイナミズムを確保する上で必要であり、そのために一定規

模の再編が不可避となる局面もあり得るものである。 

  その際、視聴者への影響を最小限としつつ、時間・コストの効率化を図る観点から、行

政や関係事業者が連携して、これまでの再編成も参考に再編成の標準的な手順を策定する

                                                   
9 東経 110度ＣＳ放送の高画質化においては、①既存の標準画質（ＳＤ）番組の高精細画質（12スロ

ットＨＤ）番組化、②新規の高精細画質（12スロットＨＤ）番組、③既存の標準画質（ＳＤ）番組の

高画質（６スロットＳＤ）番組化、④その他の順に優先。 
10 右旋の４Ｋ放送については、現在の受信環境を踏まえ、４Ｋ・８Ｋ放送の普及促進を図るための措

置という位置付け。 
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ことを検討することが望ましいと考えられる。 

また、最近の再編成においては、帯域の縮減を行った事業者、帯域の追加を行う事業者

及び新規参入事業者といった再編成の端緒となった当事者以外の既存事業者が、帯域の移

行等を求められるようなケースも発生しており、こうした場合における当該既存事業者に

発生する費用の負担についてどのように考えるべきか整理する必要がある。基本的には再

編成に係る原因者・受益者負担とすることが妥当と考えられるが、国の政策による再編成

など、一定の場合には、その一部を国が負担することを検討すべきである。 

 

４．利用促進の観点からの左旋帯域の有効活用 

（１）基本的な考え方 

ＢＳ放送及び東経１１０度ＣＳ放送の左旋帯域は、新４Ｋ８Ｋ衛星放送の実現に向けて

開放されたものであり、公募により４Ｋ・８Ｋ放送の新規参入を募ったところであるが、

現状では利用可能帯域があり、更に今後利用可能となる帯域も相当程度見込まれるなど、

逼迫状況にある右旋帯域とは逆の状況にある。これは、ひとえに受信環境の差異に起因す

るものと考えられる。すなわち、左旋帯域の放送を直接受信するには、従来のアンテナで

はなく、左旋にも対応した新たなアンテナが必要であり、中間周波数の問題から一部住宅

においては、宅内配線の改修工事が必要となるケースもある。 

受信環境の問題は、一朝一夕に解決する問題ではなく、多様なメディアを活用したプロ

モーションを行うなど、衛星放送の草創期に関係者が行ったような地道な努力が必要であ

り、行政においても多様な支援措置を一層強化することを検討するなど、こうした取組を

サポートすることが必要である。 

 

（２）具体的な方策 

衛星放送の草創期においてもそうであったように、今後の左旋帯域の受信環境整備にケ

ーブルテレビの果たす役割は相当大きいものと想定される。有線経由での受信が可能とな

ることで、左旋帯域への新規参入障壁を緩和し、更に新たな参入意欲を喚起するという好

循環モデルを構築することが期待される。その際、ケーブルテレビ事業者等においては、

再放送同意に係る調整に加えて、伝送路等インフラの高度化等、具体的な負担が新たに発

生するケースもあり、行政として必要な支援策を講じることが適当である。 

また直接受信に関しては、視聴者の視聴意欲を高めるためには、魅力的なコンテンツ、

一定の手間とコストをかけてでも視聴したいと思われるコンテンツの充実が不可欠であ

り、左旋帯域に参入を予定している事業者における継続的な取組が期待される。例えば、

放送と通信が融合・連動したコンテンツに関する試行的な取組など、従来にはなかった新

たなコンテンツの展開が新たなメディアの普及に貢献することも考えられる。なお、右旋

帯域に４Ｋで参入を予定している事業者についても、受信環境における優位性を活かして

新４Ｋ８Ｋ衛星放送全体を牽引していくことが求められるところであり、ピュア４Ｋ番組

の比率を高めるなど、同様にコンテンツの充実に関する一層の取組が期待される。 
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５．その他留意すべき事項 

本ワーキンググループにおいては、以下のとおり、構成員より、衛星放送の未来像に関す

るその他の論点も提示されたところである。時間の制約等により十分な議論は行われなかっ

たが、今後行政において、これらの論点も留意しつつ、政策を推進していくことが望まれる。 

① 衛星放送については、編成されたプッシュ型の情報送信であると同時に、多様な有料専

門チャンネルを供給して全体として多様なニーズに応えられるという特性を活かしたサ

ービス展開及び施策が望まれる。例えば、視聴履歴をはじめとする視聴データの利活用の

促進等も考えられるのではないか。 

② チャンネル選択については、視聴のきっかけが大切であり、それを可能とするリモコン

のインターフェースなども重要になってくるのではないか。 

③ 左旋の普及促進については、IP で伝送することがコスト面でメリットがあるのではな

いか。また、光ファイバーが普及していない地方部については、例えば、放送だけではな

く遠隔医療や見守りといったサービスとセットで IP により届ける形をとることで、光フ

ァイバーの普及と左旋の普及を図るといったことも考えられるのではないか。 

④ 4K・8K 放送について、右旋・左旋のそれぞれについて、必要な受信設備や無料放送、

有料放送の区別がわかりにくい。視聴者が望まない設備を誤って購入することがないよう、

より視聴者に配慮した周知・広報及び販売店での対応が必要ではないか。 

⑤ 衛星放送事業は、これまで発展してきたが、昨今、ある種の均衡点に差し掛かっている

状況である。エンターテインメントの分野でインターネットに視聴者を取られつつある中

で、報道や災害放送といった利益を生みにくい分野を放送が担っていくためにも、いかに

市場を活性化するかということが重要なのではないか。 

⑥ 衛星放送は、アニメなど国際競争力のある日本のコンテンツの発展に大きく貢献すると

ともに、新たなコンテンツ制作者の育成にも一定の役割を果たしてきたところであるが、

我が国のコンテンツ産業の更なる活性化の観点から、多様なコンテンツの展開による衛星

放送業界全体の競争力強化が望ましい。 
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す
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サ
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供
す
る
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
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す
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サ
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
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
V

O
D

※
C

B
S
、

N
B

C
、

A
B

C
等
が
提
供

TV
 E

ve
ry

w
he

re

放
送
事
業
者
が
、
自

社
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
テ
レ
ビ
の

他
、

様
々
な
デ
バ
イ
ス
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
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等
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見
逃
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（
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能
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※
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プ
リ
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供
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場
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と
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P
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数

ch
横
断
型
で
ア
プ
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供
す
る
場
合
が
あ
る
。
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が

、

9チ
ャ
ン
ネ
ル

を
放
送

番
組

は
、
全
国
に
放
送
網
に
よ
り
配
信

衛
星

放
送
の
視
聴
は
法
的
に
制
限
が
か

け
ら
れ

て
い
る
が
、
多

く
の

家
庭

で
海
外
の
番
組
を
家
庭
用
衛
星
受

信
機
で
視
聴

VT
C

(V
ie

tn
am

 T
el

ev
is

io
n 

C
or

po
ra

tio
n)
の

ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
、

VT
C

, V
TV

の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
中

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

州
が

放
送
メ
デ
ィ
ア
を
管
理

州
の

投
資
会
社
所
有
の

M
ed

ia
C

or
pが

8つ
の

国
内

テ
レ
ビ
局

を
運

営 マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
放
送

の
受
信

も
可

能

衛
星

放
送
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

マ
ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は

可
能

Si
ng

te
lT

Vや
大
手
通
信
会
社
の

St
ar

H
ub

が
IP

TV
を
実
施

W
O

W
tv
が

VO
D
サ

ー
ビ
ス

タ
イ

Ba
ng

ko
kに

あ
る

6テ
レ
ビ
局
が
全
国

に
配

信

内
、

2局
は
軍
が
管
理
、

4局
は
政
府
の

管
理
下

で
企

業
に
貸

し
出

し

多
チ
ャ
ン
ネ
ル

衛
星
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
も
可

能

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
番
組
の
一
部
を
配

信

通
信
事
業
者
が

IP
TV

を
提
供

国
動

向

フ
ィ
リ
ピ
ン

複
数

の
民
放

多
チ
ャ
ン
ネ
ル

衛
星
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

35
0局

以
上
の
放
送
局
：
主
要

4局
が
全
国
配
信
、
内

1局
は
国
営

お
よ
そ

11
00

の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局

デ
ジ
タ
ル
化
を

20
15

年
に
完
了
予
定

(2
01

2年
時
点
の
計
画

)
PL

D
T(
長
距
離
電
話
会
社

)が
IP

TV
を
提
供

Ba
ya

n 
Te

le
co

m
が

VO
D
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

マ
レ
ー
シ
ア

州
管

理
下

の
テ
レ
ビ
放
送
事
業
者
が

2チ
ャ
ン
ネ
ル
を
全
国

に
配

信 メ
デ
ィ
ア
企

業
が

4チ
ャ
ン
ネ
ル
の

民
放
を
放
送

As
tro

が
衛
星
テ
レ
ビ
を
実
施

テ
レ
ビ
局

各
社
は
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

As
tro

は
IP

TV
を
提
供

Te
le

co
m

 M
al

ay
si

aが
H

ap
py

TV
と
い
う
名
称
で

IP
TV

を
提
供

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

12
の

テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
混
在

2局
は

公
共
放
送
、
そ
の
他
は
民
放

ロ
ー
カ
ル

局
は

10
0以

上

衛
星

と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
広
く
普
及

Te
lk

om
が

IP
TV

を
提
供

ス
リ
ラ
ン
カ

国
営

放
送

が
8チ

ャ
ン
ネ
ル

を
提
供

マ
ル

チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
衛
星
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

35
の

民
放

局
(2

01
2時

点
)


A

S
E

A
N
地
域

で
は

、
放

送
事

業
者
や
通
信
事
業
者
が

IP
TV

/V
oD

サ
ー
ビ
ス
の

展
開

を
開

始
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。


大
き
な
流
れ
と
し
て
は

、
通

信
事

業
者

に
よ
る

IP
TV

と
、
放
送

事
業
者

に
よ
る

O
TT

(V
oD

を
含

む
)が

存
在

す
る
。

12
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.
5

グ
ロ
ー
バ

ル
で
の

TV
Eサ

ー
ビ
ス
の

展
開

状
況

俯
瞰

Ｓ Ｔ Ｂ の 提 供 機 能 出
所
）

ht
tp

s:
//d

tv
.n

ag
ra

.c
om

/g
lo

ba
l-p

ay
-tv

-in
no

va
tio

n-
la

nd
sc

ap
e-

in
du

st
ry

-p
er

sp
ec

tiv
es

-c
ha

lle
ng

es
-a

nd
-o

pp
or

tu
ni

tie
s

13
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.
6

欧
米

に
お
け
る
通

信
・
放

送
の

普
及

状
況

主
要
国
に
お
け
る
通
信
の
普
及
状
況
（
20

15
年
）

米
国

英
国

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

４
G
契

約
20

,3
00

万
3,

50
9万

2,
29

3万
2,

20
3万

FT
T ｘ

96
4万

36
0万

35
万

12
6万

xD
SL

3,
04

7万
1,

55
0万

2,
33

0万
2,

21
8万

ケ
ー
ブ
ル

モ
デ
ム

5,
78

7万
45

0万
59

0万
－

そ
の

他
（
衛

星
B

B
等

）
27

7万
10

万
3万

（
C

AT
V
含

）
48

万

ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
小

計
（
除

4G
）

10
,2

52
万

2,
37

3万
2,

96
0万

2,
65

4万

対
象
国
に
お
け
る
有
料
放
送
加
入
世
帯
推
移

出
所
）

IH
Sを

基
に

M
R

I作
成

米
国

英
国

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

出
所
）

Te
le

Ge
og

ra
ph

y、
総

務
省

「諸
外

国
情

報
通

信
便

覧
」(

20
15

年
)を

元
に

M
RI

作
成

14



C
op
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ht
 (C
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hi
 R
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ea

rc
h 

In
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itu
te

, I
nc

.
7

TV
Eサ

ー
ビ
ス
提

供
例

【
米

国
】

D
ire

cT
V

提
供
サ

ー
ビ
ス
の

概
要

事
業

者
D

ire
cT

V

サ
ー
ビ
ス
名

称
D

ire
cT

V
Li

ve
 T

V
（
ラ
イ
ブ
視
聴
に
お
け
る
名
称
）

開
始

時
期

20
11

年
10

月
（
iP

ad
宅
内
視
聴
）

区
分

視
聴
者
起
点
サ
ー
ビ
ス
（
ラ
イ
ブ
放

送
・
V

O
D
）

対
象

Li
ve

 T
V
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
視
聴
に
は
、

D
ire

cT
V

の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
保
有
と
、

H
D
対
応
受
信
機
（
H

D
 

re
ce

iv
er
又
は

H
D

 D
V

R
）
に
よ
る

A
dv

an
ce

d 
R

ec
ei

ve
r S

er
vi

ce
の
利
用
（
有
料
）
が
必
要
。

料
金

無
料

対
応

機
器

P
C
、

iO
S
、

A
nd

ro
id
、

K
in

dl
e（

D
IR

E
C

TV
 A

pp
対

応
端
末
）

宅
内
視
聴
の
場
合
、

H
D
対
応
受
信
機
と
同
じ

W
i-F

i
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ

Li
ve

TV

【
宅
内
の
み
】
D

is
co

ve
ry

 C
ha

nn
el
、

N
FL

 
N

et
w

or
k、

U
S

A
等

30
チ
ャ
ン
ネ
ル

【
制
限
な
し
】
E

S
P

N
、

Fo
x 

N
ew

s、
H

B
O
、

N
B

C
*、

S
ho

w
tim

e等
15

2チ
ャ
ン
ネ
ル

V
O

D
D

IR
E

C
TV

 C
IN

E
M

A
の
映
画
や
シ
ョ
ー
、

H
B

O
、

S
TA

R
Z、

C
in

em
ax

、
E

nc
or

e等


米

国
の

衛
星

放
送

事
業
者

D
ire

cT
V
は
、

20
12

年
春

よ
り
、

iP
ad

で
の

宅
外

視
聴
を
可

能
と
し
、

TV
E
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
範
囲
を
拡
大
し
て
い

る
。
加
入

者
は

、
P

C
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
携
帯
電

話
等

に
よ
る
宅

内
外
で
の

V
O

D
視

聴
が
可

能
な
ほ
か
、

H
D
対
応
受
信
機
を
保
有
し
、

A
dv

an
ce

d
R

ec
ei

ve
r S

er
vi

ce
を
利
用
し
て
い
れ
ば
、
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
視

聴
も
可
能

で
あ
る
。
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
視
聴
に
つ
い
て
は
、

H
D
対
応

受
信

機
と
同

じ
W

i-F
iネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

さ
れ

て
い
る
宅
内

の
端
末

で
し
か

視
聴

で
き
な
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
あ
る
。

画
面

イ
メ
ー
ジ

出
所
）

ht
tp

://
w

w
w

.d
ire

ct
v.

co
m

/
ht

tp
s:

//w
w

w
.e

ng
ad

ge
t.c

om
/2

01
2/

03
/2

1/
di

re
ct

v-
ip

ad
-a

pp
-a

dd
s-

so
m

e-
tv

-a
nd

-m
ov

ie
-

st
re

am
in

g-
ev

er
yw

he
re

/
ht

tp
s:

//s
up

po
rt.

di
re

ct
v.

co
m

/a
pp

/a
ns

w
er

s/
de

ta
il/

a_
id

/3
62

4
ht

tp
s:

//i
tu

ne
s.

ap
pl

e.
co

m
/u

s/
ap

p/
di

re
ct

v-
ap

p-
fo

r-
ip

ad
/id

42
15

47
36

8?
m

t=
8

* N
BC

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
又
は
携
帯

電
話

で
の

み
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
可

。
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hi
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ea
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h 

In
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itu
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nc

.
8

TV
Eサ

ー
ビ
ス
提

供
例

【
米

国
】

TW
C

 T
V

提
供
サ

ー
ビ
ス
の

概
要


米

国
の

ケ
ー
ブ
ル

放
送
事
業
者

Ti
m

e 
W

ar
ne

r C
ab

le
は

、
20

09
年
に
初
め
て
「
TV

 E
ve

ry
w

he
re
」
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
表
、

20
11

年
に

iP
ad

で
の
宅

内
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
視
聴
サ

ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
こ
れ
に
反
発

す
る

Vi
ac

om
と
の
訴
訟
と
な
っ
た
が
後
に
和
解
し
た
。

TW
C

の
TV

プ
ラ
ン
の

加
入
者
は
、

P
C
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
携
帯

電
話
等

に
よ
る
宅
内

外
で
の

V
O

D
視

聴
、
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
視
聴
が
可
能
で
あ
る
。

ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
視
聴
に
つ
い
て
は
、
宅

内
で
し
か

視
聴
で
き
な
い
チ
ャ
ン
ネ
ル

も
あ
る
。

画
面

イ
メ
ー
ジ

出
所
）

ht
tp

s:
//w

w
w

.ti
m

ew
ar

ne
rc

ab
le

.c
om

/
ht

tp
://

w
w

w
.b

lo
om

be
rg

.c
om

/n
ew

s/
ar

tic
le

s/
20

13
-0

4-
16

/ti
m

e-
w

ar
ne

r-
ca

bl
e-

to
-o

ffe
r-

liv
e-

m
ob

ile
-c

on
te

nt
-fo

r-
ap

pl
e-

de
vi

ce
s

ht
tp

s:
//w

w
w

.ti
m

ew
ar

ne
rc

ab
le

.c
om

/c
on

te
nt

/d
am

/re
si

de
nt

ia
l/p

df
s/

ap
ps

/tw
ct

v/
TW

C
TV

_
C

ha
nn

el
_L

is
t.p

df
ht

tp
s:

//p
la

y.
go

og
le

.c
om

/s
to

re
/a

pp
s/

de
ta

ils
?i

d=
co

m
.T

W
C

ab
le

TV
*チ

ャ
ン
ネ
ル

数
は
、
地
域
や
契
約

プ
ラ
ン
に
よ
り
異

な
る
。

事
業

者
Ti

m
e 

W
ar

ne
r C

ab
le

サ
ー
ビ
ス
名

称
TW

C
 T

V

開
始

時
期

20
11

年
3月

（
iP

ad
宅
内
視
聴
）

区
分

視
聴
者
起
点
サ
ー
ビ
ス
（
ラ
イ
ブ
放

送
・
V

O
D
）

対
象

TW
C

 T
V
の
利
用
に
は
、

TW
C
の

い
ず
れ
か
の

TV
プ
ラ
ン
に
加
入
し
て
、

TW
C
ア
カ
ウ
ン
ト
と

S
TB

又
は

D
V

R
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

。

料
金

無
料

対
応

機
器

P
C
、

iO
S
、

A
nd

ro
id
、

K
in

dl
e 

Fi
re

 H
D

X、
R

O
K

U
、

Xb
ox

 3
60

、
Xb

ox
 O

ne
、

S
am

su
ng

 
S

m
ar

t T
V
（
TW

C
 T

V
 a

pp
対
応
）

コ
ン
テ
ン
ツ

*

Li
ve

TV

【
宅
内
の
み
】
D

is
ne

y 
C

ha
nn

el
、

E
S

P
N
、

M
TV

、
N

B
C
、

U
S

A
等
約

30
0チ

ャ
ン
ネ
ル

【
制
限
な
し
】
C

IN
E

M
A

X、
D

is
co

ve
ry
、

H
B

O
、

S
ho

w
tim

e等
約

12
0チ

ャ
ン
ネ
ル

V
O

D
D

is
co

ve
ry

 、
S

TA
R

Z、
S

ho
w

tim
e等

約
15

0チ
ャ
ン
ネ
ル

備
考

•
TW

C
 T

V
ap

pに
よ
り
、
携
帯
端

末
を
リ
モ
コ
ン
と

し
て
利
用
可
能
で
あ
る
。

16
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ub
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9

TV
Eサ

ー
ビ
ス
提

供
例

【
ド
イ
ツ
】
7T

V 

提
供

サ
ー
ビ
ス
の

概
要


ド
イ
ツ
の

商
業

放
送
局
グ
ル
ー
プ

P
ro

S
ie

be
nS

at
.1
は

、
20

14
年

6月
に

7T
V

ap
pに

よ
る
モ
バ
イ
ル
で
の
サ
イ
マ
ル
放
送
（有

料
）、

V
O

D
サ

ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
。
系
列

6局
の
番
組
を
視

聴
可
能

で
、

10
か

月
後
に
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が

30
0万

を
超
え
た
。

20
15

年
4月

に
は
、

W
eb

ブ
ラ
ウ
ザ
版
（7

tv
.d

e）
の
無
料
見
逃
し
視
聴

サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
。


系

列
各

局
は

、
自

局
w

eb
サ
イ
ト
で
も
サ
イ
マ
ル
放

送
を
実
施

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
グ
ル
ー
プ
共
通
の
ア
カ
ウ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
（7

P
as

s）
で
ロ

グ
イ
ン
後

、
利

用
可
能
あ
る
。

20
16

年
8月

に
は
、
系
列

の
S

at
.1
と

P
ro

S
ie

be
nが

、
独
自

の
無
料
サ
イ
マ
ル
放
送
ア
プ
リ
の
提
供
を
開
始
し
、

他
の

系
列

局
も
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
予

定
で
あ
る
。

画
面

イ
メ
ー
ジ

出
所
）

ht
tp

://
w

w
w

.p
ro

si
eb

en
sa

t1
.d

e/
 

ht
tp

://
w

w
w

.7
tv

.d
e/

ht
tp

s:
//w

w
w

.7
pa

ss
.d

e/
in

de
x.

ht
m

l
ht

tp
://

w
w

w
.b

ro
ad

ba
nd

tv
ne

w
s.

co
m

/2
01

6/
08

/2
9/

pr
os

ie
be

ns
at

-1
-o

ffe
rs

-fr
ee

-tv
-li

ve
-s

tre
am

s/
ht

tp
s:

//w
w

w
.m

ic
ro

so
ft.

co
m

/ja
-jp

/s
to

re
/p

/7
tv

/9
w

zd
nc

rfj
cv

f#

事
業

者
P

ro
S

ie
be

nS
at

.1

サ
ー
ビ
ス
名

称
7T

V

開
始

時
期

20
14

年
6月

（
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
）

区
分

放
送
局
起
点
サ
ー
ビ
ス
（
サ
イ
マ
ル
放
送
・
V

O
D
）

対
象

サ
イ
マ
ル
放
送
視
聴
は
、

7P
as

s登
録
者

料
金

7T
V

 a
pp

（
サ
イ
マ
ル
放
送
の
視
聴
）
：

税
込
月
額

€2
.9

9（
30

日
無
料
試
用
可
）

7T
V.

de
：
無
料
（
見
逃
し
視
聴
）

対
応

機
器

P
C
、

iO
S
、

A
nd

ro
id
、

W
in

do
w

s 
ph

on
e、

C
hr

om
ec

as
t、

A
m

az
on

 F
ire

 T
V
、

S
am

su
ng

 
S

m
ar

t T
V
等

コ
ン
テ
ン
ツ

系
列
局
（
P

ro
S

ie
be

n、
SA

T.
1、

ka
be

le
in

s、
si

xx
、

P
ro

S
ie

be
n

M
A

XX
、

S
AT

.1
 G

ol
d）

の
番
組

見
逃
し
視
聴
期
間
は
原
則

7日
間

備
考

各
局
と
も
自
局
サ
イ
ト
で
の
サ
イ
マ
ル
放
送
も
実
施

20
06

年
よ
り
、
見
逃
し
視
聴
期
間
後
の
有
料

V
O

D
サ
ー
ビ
ス

m
ax

do
m

eも
実
施

17
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nc

.
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欧
米

に
お
け
る
衛

星
事

業
の

N
ew

Sp
ac

eに
係

る
法

的
側

面
に
つ
い
て

項
目

＼
エ
リ
ア

欧
州

米
国

全
般
的
動
向
・

背
景

低
軌
道
、
中
軌

道
で
超
小
型
衛
星
の
メ
ガ
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
構
成
し
、
非
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
地
域
へ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
提
供
サ
ー
ビ
ス
や
、
地
上
画
像
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
、
非
宇
宙
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
台
頭
。

5G
、

Io
T向

け
も
注
目
。

研
究
開
発

FP
7/

B
AT

S
、

H
or

iz
on

20
20

/S
A

N
S

A
陸
上
通
信
と
衛

星
通
信
の
統
合

N
A

S
A

/D
O

D
官
の
成
果
土
台
に
企
業
が
低
コ
ス
ト

R
&

D
新
参
企
業
例

K
as

ki
lo
（
ド
イ
ツ
）
、

O
3b

（
オ
ラ
ン
ダ
）

O
ne

W
eb

、
S

pa
ce

X
法
整
備
・
改
正

欧
州
委
員
会
は
二
つ
の
問
題
指
摘

1）
小
型
衛
星
事
業
の
責
任
最
高
限
度

2）
宇
宙
ゴ
ミ
の

効
率
的
な
管
理
義
務

小
型
衛
星
事
業
向
け
国
内
宇
宙
法
改

正
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン

ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
等
、
英
国
検
討
中
）

20
15

年
宇

宙
法
で
現
行
法
の
見
直
し
主
導

N
ew

S
pa

ce
へ
の
免
許
付
与
手
続
整
備
の

検
討
、
打
上

・
再
突
入
の
既
存
責
任
最
高
限

度
と
政
府
保
証
を

20
25

年
ま
で
延
長
等

情
報
通
信
法
制

と
の
関
係

地
球
観
測
に
け
る
ク
ラ
ウ
ド
と
の
関
係
、

自
動
運
転
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、

IT
U

の
周
波
数
規
制
（
5G

含
）

包
括
的
な
法
は
存
在
せ
ず
個
別
法
と
認
可

手
続
で
対
応
中

周
波
数
は

FC
C
に
よ
る
規
制
で
対
応


官

事
業

色
の

強
か

った
宇

宙
産

業
に

、I
CT

革
新

を
受

け
民

間
参

入
が

盛
ん

とな
り制

度
環

境
整

備
が

進
め

られ
て

い
る

出
所
）
「
欧
州
に
お
け
る
衛

星
通

信
事

業
の

動
向

」
（
20

17
/1

N
IC

T）
、
「
欧
州
に
お
け
る
衛
星
通
信
事
業
の
動

向
」
（
20

17
/5
欧

州
に
お
け
る
衛

星
通

信
事

業
の

動
向

）
等

か
ら

M
R

I作
成
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In
st
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te

, I
nc

.
11

米
国

に
お
け
る
周

波
数

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

結
果

に
つ
い
て

落
札

企
業

概
要

・
取

得
ラ
イ
セ
ン
ス
数

金
額

事
業

構
想

等

T-
M

ob
ile

41
6地

域
中

41
4地

域
、

1,
52

5
$7

9.
9億

モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

D
is

h 
N

et
w

or
k-

P
ar

ke
rB

.c
om

41
6地

域
、

48
6

$6
2.

1億
衛
星
・
陸
上
一
体
型
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
か
？

C
om

ca
st

72
地
域
、

73
$1

7.
2億

自
社

C
AT

V
営
業
地
域
内
の
み

C
ha

nn
el

 5
1 

Li
ce

ns
e 

C
o 

LL
C

5地
域
、

8
$1

0.
0億

AT
&

T
18

地
域
、

23
$9

.1
億

60
0M

H
z帯

保
有
済

B
lu

ew
at

er
 W

ire
le

ss
64

地
域
、

66
$7

.2
億

N
ew

Le
ve

l, 
LL

C
26

地
域
、

26
$3

.5
億

U
N

IT
E

D
 S

TA
TE

S
 C

E
L.

92
地
域
、

18
8

$3
.3
億

TS
ta

r6
00

, L
LC

12
地
域
、

12
$1

.8
億

O
m

eg
a 

W
ire

le
ss

, L
LC

83
地
域
、

11
9

$1
.3
億


FC

C‘
s 

60
0 

M
H

z 
fo

rw
ar

d 
in

ce
nt

iv
e 

au
ct

io
nの

落
札

額
ベ

ス
ト1

0社

出
所

）
FC

C
資
料

ht
tp

://
tra

ns
iti

on
.fc

c.
go

v/
D

ai
ly

_R
el

ea
se

s/
D

ai
ly

_B
us

in
es

s/
20

17
/d

b0
41

3/
D

A
-1

7-
31

4A
3.

pd
f
よ
り

M
R

I作
成
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In
st
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, I
nc

.
12

4K
8K

・
U

H
D

TV
の

海
外

動
向

出
所


Ap

pl
e 

TV
4K

発
売

Ap
pl

eは
、2

01
7年

9月
に

4K
とH

D
Rに

対
応

した
Ap

pl
e 

TV
の

新
製

品
を

発
表

した
。

A1
0プ

ロセ
ッサ

ー
搭

載
で

、H
D

R1
0と

D
ol

by
 V

is
io

nに
対

応
して

い
る

。4
Kテ

レ
ビの

機
能

を
自

動
検

出
して

設
定

を
最

適
化

し、
常

に
可

能
な

限
り最

高
の

解
像

度
で

出
力

す
る

こと
が

可
能

で
あ

る
。T

Vア
プ

リケ
ー

シ
ョン

は
、発

売
時

点
で

米
国

・オ
ー

ス
トラ

リア
・カ

ナ
ダで

利
用

可
能

で
あ

り、
年

内
に

フラ
ン

ス
、ド

イツ
、ノ

ル
ウェ

ー
、ス

ウ
ェー

デ
ン

、英
国

に
も

拡
大

を
予

定
し

て
お

り、
Si

riに
よ

る
音

声
で

の
4K

対
応

コン
テ

ン
ツの

検
索

も
可

能
で

あ
る

。

Ap
pl

e,
 2

01
7年

9月
ht

tp
s:

//
w

w
w

.a
pp

le
.c

om
/j

p/
ne

w
sr

oo
m

/2
01

7/
09

/a
pp

le
-t

v-
4k

-b
rin

gs
-h

om
e-

th
e-

m
ag

ic
-o

f-
ci

ne
m

a-
w

ith
-4

k-
an

d-
hd

r/


D

is
h、

ホ
テ

ル
向

け
4K

 S
TB

出
荷

D
is

h 
N

et
w

or
kは

ホ
テ

ル
客

室
用

の
多

チ
ャン

ネ
ル

サ
ー

ビス
向

け
に

4K
対

応
の

An
dr

oi
d

TV
ベ

ー
ス

の
Se

t-
”B

ac
k“

 B
ox

、E
VO

LV
Eの

出
荷

を
開

始
した

。E
VO

LV
Eは

Go
og

le
Pl

ay
 S

to
re

や
、D

is
hの

ホ
テ

ル
向

け
配

信
シ

ス
テ

ム
の

SM
AT

RT
BO

Xに
対

応
して

い
る

。
Ch

ro
m

ec
as

t機
能

を
内

蔵
して

お
り、

宿
泊

客
は

Ch
ro

m
ec

as
t対

応
の

ア
プ

リか
らビ

デ
オ

を
送

る
こと

も
可

能
で

あ
る

。

D
is

h,
 2

01
7年

6月
ht

tp
:/

/a
bo

ut
.d

is
h.

co
m

/p
re

ss
-

re
le

as
e/

pr
od

uc
ts

-a
nd

-
se

rv
ic

es
/e

vo
lv

e-
di

sh
-t

ra
ns

fo
rm

s-
ro

om
-h

ot
el

-e
nt

er
ta

in
m

en
t-

co
m

bi
ne

s-
st

re
am

i


20
17

年
の

4K
デ

ィス
プ

レ
イ出

荷
台

数
予

測
Co

ns
um

er
 T

ec
hn

ol
og

y 
As

so
ci

at
io

n（
CT

A）
は

、2
01

7年
の

4K
デ

ィス
プ

レ
イ

の
出

荷
台

数
が

前
年

比
15

1%
の

1,
56

0万
台

に
な

る
と予

想
して

い
る

。売
り上

げ
は

、1
46

兆
ドル

（
同

13
8%

）
と予

想
して

い
る

。

CT
A,

 2
01

7年
1月

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

ta
.te

ch
/N

ew
s/

Pr
es

s-
Re

le
as

es
/2

01
6/

Ja
nu

ar
y/

Re
co

rd
-Y

ea
r-

Ah
ea

d-
Co

ns
um

er
-E

nt
hu

si
as

m
-f

or
-

Co
nn

ec
t.a

sp
x


Yo

uT
ub

e、
ライ

ブ
ス

トリ
ー

ミン
グ

も
4K

対
応

Yo
uT

ub
eは

20
10

年
か

ら4
Kビ

デ
オ

に
、2

01
5年

か
ら8

Kビ
デ

オ
に

対
応

して
い

る
が

、
20

16
年

11
月

末
、新

た
に

ライ
ブ

ス
トリ

ー
ミン

グ
も

4K
対

応
に

した
こと

を
発

表
した

。通
常

の
フォ

ー
マ

ッ ト
と3

60
°ビ

デ
オ

の
双

方
に

対
応

す
る

。
12

月
1日

の
Ga

m
e 

Aw
ar

ds
が

最
初

の
4K

で
の

ライ
ブ

ス
トリ

ー
ミン

グ
に

な
った

。

Yo
uT

ub
e,

 2
01

6年
11

月
ht

tp
s:

//
yo

ut
ub

e.
go

og
le

bl
og

.c
om

/2
01

6/
11

/4
k-

liv
e-

st
re

am
in

g-
liv

e-
ha

s-
ne

ve
r-

lo
ok

ed
.h

tm
l

20



C
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ht
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is

hi
 R
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ea
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h 

In
st

itu
te

, I
nc

.
13

ユ
ー
テ
ル

サ
ッ
ト
の

新
サ

ー
ビ
ス
「
sm

ar
tB

EA
M
」


20

17
N

AB
で

ア
ピ

ー
ル

され
た

「I
Pネ

イテ
ィブ

な
ビデ

オ
」を

衛
星

配
信

して
モ

バ
イル

デ
バ

イス
で

視
聴

で
き

る
サ

ー
ビス

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

W
hi

te
P

ap
er
に
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
連
携
が
明
記
さ
れ

て
い
る

出
所
）

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.e
u
te

ls
at

.c
o
m

/
fi
le

s/
c
o
n
tr

ib
u
te

d
/
n
e
w

s/
m

e
d
ia

_l
ib

ra
ry

/
b
ro

c
h
u
re

s/
E
u
te

ls
at

-
m

u
lt
i-

sc
re

e
n
-
d
e
liv

e
ry

.p
d
f/

「
M

u
lt
i-

sc
re

e
n
 d

e
liv

e
ry

 v
ia

 s
at

e
lli

te
」
(E

u
te

ls
at

)よ
り
作
成

21
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its

ub
is

hi
 R

es
ea

rc
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In
st

itu
te

, I
nc

.
14

英
国

B
Tに

よ
る

TV
Eサ

ー
ビ
ス
と
配

信
構

造

●
英

B
T、

4K
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
リ
ニ
ア
と

O
TT

フ
ロ
ー
を
統
合
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築

【
P

R
O

N
E

W
S

, 2
01

6/
05

/1
8】

B
Tが

既
存
の

IP
TV

イ
ン
フ
ラ
を
拡

張
す
る
形

で
、
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
用
の
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
を
統

合
し
、

Li
ve

 to
 V

O
D
配

信
を

可
能
な
基
盤
を
構
築

。
Li

ve
、

V
O

D
の
他
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
、
タ
イ
ム
シ
フ
ト
、

n-
P

V
R
等

の
サ

ー
ビ
ス
を
提

供
。

モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
か

ら
視

聴
で
き
る

B
T 

S
po

rtア
プ
リ
は
、
数
百
万
人

規
模
の

利
用

者
を
獲

得
し
て
い
る
。

な
お
、

4K
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。

出
所
）

ht
tp

://
w

w
w.

pr
on

ew
s.

jp
/n

ew
s/

20
16

05
18

14
30

40
.h

tm
l

出
所
）
ht

tp
s:

//h
ao

vi
si

on
.e

n.
al

ib
ab

a.
co

m
/p

ro
du

ct
/6

03
10

65
02

75
-

80
42

89
21

0/
P

ro
fe

ss
io

na
l_

ip
tv

_s
tre

am
in

g_
se

rv
er

_H
D

_I
PT

V_
G

at
ew

ay
_i

pt
v_

en
co

de
r_

M
ul

ti_
sc

re
en

_T
ra

ns
co

de
r_

Vo
d_

B
illi

ng
_E

P
G

_i
pt

v_
st

b
_i

pt
v_

ap
k.

ht
m

l

参
考
；
H

ao
vi

si
on

社
に
よ
る

IP
TV

の
基
盤
構
成

22
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15

米
国

N
B

C
に
よ
る

TV
Eサ

ー
ビ
ス
の

配
信

構
造 ラ

イ
ブ
配
信
に
お
け
る
動

的
広

告
挿

入
の

構
造

出
所
）

ht
tp

://
w

w
w

.a
nv

at
o.

co
m

/a
bo

ut
/c

as
e-

st
ud

ie
s/

nb
c-

un
iv

er
sa

l-c
as

e-
st

ud
y/


N

B
C

 U
ni

ve
rs

al
は
、
直
営
局
、
系
列
局
を
含

め
た

26
0局

に
お
け
る
ネ
ッ
ト
配
信

に
お
い
て
、

A
nv

at
oの

ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
配
信
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
活

用
し
て
い
る
。

A
nv

at
o 

M
ed

ia
 C

on
te

nt
 P

la
tfo

rm
（
M

C
P
）
に
よ
り
、
様
々

な
地

域
や
視
聴
者
の
権
利
や
機
器
に
応
じ
た
シ
ー
ム

レ
ス
な
ラ
イ
ブ
配

信
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
差
替
え
、
デ
ジ
タ
ル

広
告

の
挿

入
を
実
現

し
て
い
る
。


接
続
さ
れ
た
機
器
の
位
置
情
報
を
検
知
し
、
測
位
情
情
報
や
、
視
聴
者
の
権
利
、
認

証
状
況
に
基
づ
き
、
適
切
な
系
列
局
か
ら
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
提
供
す
る
。


も
し
、
視
聴
者
の
い
る
場
所
に
お
い
て
、
特
定
の
番
組
の
放
送
が
制
限
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
自
動
的
に
代
替
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
。


G

oo
gl

eの
D

ou
bl

eC
lic

k 
fo

r P
ub

lis
he

rs
（
D

FP
）
や

Fr
ee

W
he

el
ad

サ
ー
バ
に

よ
り
各
地
域
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
個
々
の
視
聴
者
の
嗜
好
に
応
じ
た
広
告
を
挿
入
す
る
。

A
nv

at
oの

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
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ド
イ
ツ

A
R

D
の

TV
Eサ

ー
ビ
ス

出
所
）

ht
tp

://
w

w
w

.a
rd

.d
e/

ho
m

e/
in

te
rn

/A
R

D
_I

nt
er

n_
St

ar
ts

ei
te

/8
40

50
/in

de
x.

ht
m

l
ht

tp
://

w
w

w
.a

rd
m

ed
ia

th
ek

.d
e/

-/h
ilf

e
ht

tp
://

w
w

w
.a

rd
-d

ig
ita

l.d
e/

em
pf

an
g-

-te
ch

ni
k/

ar
d-

di
gi

ta
l

N
H

K放
送
文
化
研
究
所
『
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
世

界
の

放
送

20
15

』
20

15
.2


ド
イ
ツ
公

共
放

送
連
盟

A
R

D
は
、

9の
州
放
送

協
会
に
よ
る
連

合
体

で
、
放

送
負

担
金
（
世
帯

賦
課
）
を
主
な
収
入
源
（わ

ず
か
に
広
告
も
実

施
）
と
し
て
い
る
。
全
国
向
け
の

D
as

 E
rs

te
（
第

1テ
レ
ビ
）
、
州
域

別
の
第

3チ
ャ
ン
ネ
ル

、
7の

専
門
・
連
携
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
放
送
し
て
お
り
、

D
as

 E
rs

te
と
州

域
別
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

、
夜

の
全
国

版
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
共
通

の
番
組

を
一
部
放
送
し
て
い
る
。


A

R
D

 M
ed

ia
th

ek
に
お
い
て
は
連
携
局
を
含
む

17
チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
州

毎
の

地
域
版

の
サ
イ
マ
ル
放
送
と
、

A
R

D
加
盟
局
の

V
O

D
を
提

供
し
て
い
る
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
横
断
し
て
ジ
ャ
ン
ル

に
よ
る
検
索

が
可
能

で
、

A
R

D
に
よ
れ

ば
、
ド
イ
ツ
最
大
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
あ
る
。


A

R
D

 M
ed

ia
th

ek
の
サ
イ
マ
ル
放
送
・
V

O
D
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
部
（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、

映
画
、
ド
ラ
マ
等
）
は
、
法
的
な
制

約
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
国
外
か
ら
は
視
聴
不
可
と
な
っ
て
い

る
。

IP
ア
ド
レ
ス
に
よ
る
ユ
ー
ザ
の

位
置
情
報
に
基
づ
き
、
国
外
へ
の
配
信
は
遮
断
さ
れ

る
（
ge

ob
lo

ki
ng

）
。


青
少
年
保
護
や
公
共
放
送
の
自
主
規
制
の
た
め
、
子
ど
も
に
と
っ
て
不
適
切
な
コ
ン
テ
ン

ツ
の
放
送
は

20
時
ま
た
は

22
時
以

降
に
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、

A
R

D
 M

ed
ia

th
ek

に
お

い
て
も
、

20
時
／

22
時
か
ら

6時
ま
で
の
時
間
帯
の
み
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。

A
R

D
 M

ed
ia

th
ek

サ
イ
マ
ル

放
送

チ
ャ
ン
ネ
ル

区
分

チ
ャ
ン
ネ
ル

地
域

・
概

要

全
国

D
as

 E
rs

te
各

州
放

送
協

会
の

共
同

制
作

に
よ
る
総
合
編
成

地
域

BR
バ

イ
エ
ル

ン

H
R

ヘ
ッ
セ
ン

M
D

R
中

部
ド
イ
ツ
（
3州

）

N
D

R
北
ド
イ
ツ
（
4州

）

R
BB

ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク

SR
ザ

ー
ル

ラ
ン
ト

SW
R

南
西

ド
イ
ツ
（
2州

）

W
D

R
西

部
ド
イ
ツ
（
2州

）

AR
D

-a
lp

ha
BR

制
作

、
教

育
専
門

ta
ge

ss
ch

au
24

ニ
ュ
ー
ス
、
情

報

O
ne

30
-4

9歳
向

け
娯

楽

共
同

制
作

Ki
KA

子
供

向
け
（
ZD

Fと
共

同
）

PH
O

EN
IX

時
事
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
（
ZD

Fと
共

同
）

3s
at

文
化

・
教

養
（
ZD

F、
SR

G
 S

SR
、

O
R

F共
同
）

AR
TE

文
化

・
教

養
（
フ
ラ
ン
ス

AR
TE

と
共

同
）

海
外

D
eu

ts
ch

e 
W

el
le

国
際

放
送

A
R

D
 M

ed
ia

th
ek

の
配

信
に
お
け
る
制

約


州
域
別
の
第

3チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
当
初
は
各
州

域
内
で
の
み
放
送
さ
れ
て
い
た
が
、
地
上
波
デ

ジ
タ
ル
放
送
、
衛
星
放
送
で
は
、
州
域
を
超
え

て
ド
イ
ツ
全
土
で
視
聴
可
能
と
な
っ
て
い
る
。


ド
イ
ツ
で
は
、

D
V

B
-T
か
ら

D
V

B
-T

2 
H

D
へ
の

移
行
が
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

20
17

年
3

月
よ
り

A
R

D
第

3チ
ャ
ン
ネ
ル
も
含
め
た
移
行

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

A
R

D
第

3チ
ャ
ン
ネ
ル

24
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英
国

の
TV

Eサ
ー
ビ
ス
と
地

域
性

出
所
）

ht
tp

://
w

w
w

.b
bc

.c
o.

uk
/fa

qs
/w

eb
si

te
_c

ha
ng

es
ht

tp
://

ip
la

ye
rh

el
p.

ex
te

rn
al

.b
bc

.c
o.

uk
/tv

/n
at

io
ns

_r
eg

io
ns

ht
tp

s:
//w

w
w

.n
hk

.o
r.j

p/
bu

nk
en

/s
um

m
ar

y/
re

se
ar

ch
/re

po
rt/

20
13

_0
4/

20
13

04
01

.p
df


B

B
C
の

iP
la

ye
rは

、
IP
ア
ド
レ
ス
の
活
用
に
よ
り
、
国

内
か
ら
の

み
視

聴
可
能

で
あ
る
。

B
B

C
の
サ
イ

ト
や

V
O

D
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
版
。

iP
la

ye
rで

は
な
い
）に

お
い
て
は

、
G

eo
IP
を
活

用
し
、
国

外
か
ら

ア
ク
セ
ス
さ
れ

た
場
合
に
は
広
告
が
表
示
さ
れ

る
（国

外
の
ユ
ー
ザ

は
TV

ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
支
払
え

な
い
た
め
、
広
告
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
賄
う
）
。


B

B
C
は

、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

4地
域
（“

N
at

io
n“

）に
拠

点
を
有

し
、
全

国
放
送
の
編
成
の
一
部
を
地

域
に
合

わ
せ

て
放

送
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

地
域
言

語
の

公
共

放
送

法
人
と
の
共
同
チ
ャ
ン
ネ
ル

（B
B

C
 A

lb
a（

ゲ
ー
ル
語
）
、

S
4C

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ウ
ェ
ー

ル
ズ
語

）
）
に
お
い
て
も

B
B

C
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提

供
し
て
お
り
、
い
ず
れ

も
、
英
国

全
土
か

ら
iP

la
ye

r
に
よ
る
視

聴
が

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
細
分

化
さ
れ

た
“R

eg
io

n”
単
位

の
コ
ン
テ
ン
ツ
も

iP
la

ye
r

よ
り
視

聴
可

能
で
あ
る
。


W

eb
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ア
プ
リ
の
設
定
で
ロ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
情
報

を
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

該
地
域
の

コ
ン
テ
ン
ツ
の

サ
イ
マ
ル
放
送
・
V

O
D
を
視
聴

可
能
で
あ
る
。


IT

V
は

、
全

国
の

14
の
地
域
に

15
の
テ
レ
ビ
局

（
ロ
ン
ド
ン
は

2局
）お

よ
び
全

国
ネ
ッ
ト
（
朝
食

時
間
帯
の
み
）
放
送
局
を
有
し
、
放
送
を
行
っ
て

い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は

S
TV

（
運
営

：S
TV

 G
ro

up
 p

lc
）
、
北

ア
イ
ル

ラ
ン
ド
で
は

U
TV

（2
01

6年
に
、
運
営
を

IT
V

 P
lc
に
統
合
）
と

し
て
放

送
さ
れ

て
い
る
。

IT
V

 H
ub

に
お
い
て
、
メ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
あ
る

IT
V
の

番
組

の
一
部

は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
一

部
地

域
で
は

、
権

利
上
の
問
題
で
視
聴
で
き
な
い
が

、
U

TV
、

S
TV

の
サ

ー
ビ
ス
経
由

で
視

聴
可
能
で
あ
る

*。


IT
V

H
ub

で
は

、
IP
ア
ド
レ
ス
の
活
用
に
よ
り
、
国

内
か
ら
の

み
視
聴

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
登
録
時
に
郵
便
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
居
住

地
域

を
判

別
し
て
い
る
。
国
外
（
欧
州
の

13
か

国
）
か
ら
の

み
視

聴
可
能

な
V

O
D
サ

ー
ビ
ス
（

IT
V

 E
ss

en
tia

ls
）も

別
途
提
供
し
て
い
る
。

出
所
）

ht
tp

://
w

w
w

.it
v.

co
m

/h
el

p/
tv

/tv
-h

ow
-to

ht
tp

://
w

w
w

.it
v.

co
m

/h
el

p/
w

eb
/w

eb
-tr

ou
bl

es
ho

ot
in

g
ht

tp
://

w
w

w
.it

v.
co

m
/n

ew
s/

ut
v/

20
16

-0
5-

25
/a

bo
ut

-u
tv

-a
nd

-h
ow

-to
-c

on
ta

ct
-u

s/
 

   
   

 h
ttp

://
w

w
w

.s
tv

.tv
/ 

N
H

K放
送
文
化
研

究
所

『
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
世

界
の

放
送

20
15

』
20

15
.2

   
   

   
   

 h
ttp

://
w

w
w

.it
v.

co
m

/u
tv

pr
og

ra
m

m
es

*I
TV

2、
IT

V3
、

IT
VB

e、
IT

V4
、

C
IT

Vに
つ
い
て
は

、
IT

V
H

ub
か
ら
視
聴
可
能
で
あ
る
。
な
お
、

IT
V 

H
ub

の
FA

Q
は
、

U
TV

の
経
営
統

合
前

（
20

15
年

8月
）
の

情
報

の
ま
ま
で
あ
り
、
北

ア
イ
ル

ラ
ン
ド

地
域
で
の

視
聴
条
件
は
変

更
さ
れ

て
い
る
可

能
性

が
あ
る
。
な
お
、

IT
V

H
ub

に
お
い
て
、

U
TV

コ
ン
テ
ン
ツ
の
見
逃
し
視
聴
に
つ
い
て
は

、
北

ア
イ
ル

ラ
ン
ド
地

域
の

郵
便

番
号

を
入

力
す
る
こ
と
で
可

能
で
あ
る
。

25
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韓
国

N
-S

cr
ee

nサ
ー
ビ
ス
の

概
要

／
地

上
波

放
送

局
と
競

合
事

業
者

間
の

問
題


韓
国
に
お
け
る

N
-S

cr
ee

nの
定
義
は
、
様
々
な
デ
バ
イ
ス
で
同
一
コ
ン
テ
ン
ツ
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
映

画
、
音
楽
、
ゲ
ー
ム
等
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
な
く
、
本
／
新
聞

／
雑
誌
、
文
書
、
ア
ド
レ
ス
帳
ま
で
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
共
有
す
る
デ
バ
イ
ス
は
、

TV
、

P
C
、
携
帯

電
話
を
は
じ
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

M
P

3プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ゲ
ー
ム
機

な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。

N
ス
ク
リ
ー
ン
の
サ
ー
ビ
ス
別
利
用
率
（
%
）

（
N
ス
ク
リ
ー
ン
で
の

放
送

番
組

利
用

者
に
占

め
る
割

合
）

N
ス
ク
リ
ー
ン
利

用
率
の
推
移
（
%
）

出
所

）
ht

tp
:/

/w
w

w
.z

dn
et

.c
o.

kr
/n

ew
s/

ne
w

s_
vi

ew
.a

sp
?a

rt
ic

e_
id

=
20

16
08

01
15

53
03

ht
tp

://
en

gl
is

h.
et

ne
w

s.
co

m
/2

01
60

62
02

00
00

1

出
所

）
K

IS
D

IS
TA

T 
R

E
P

O
R

T 
20

15
.1

.2
6 「

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
の

N
ス
ク
リ
ー
ン
利

用
」

（
ht

tp
s:

//w
w

w
.g

oo
gl

e.
co

.jp
/u

rl?
sa

=t
&

rc
t=

j&
q=

&
es

rc
=s

&
so

ur
ce

=w
eb

&
cd

=1
&

ca
d=

rja
&

ua
ct

=8
&

ve
d=

0a
hU

K
E

w
jY

6f
u5

qo
7P

A
hU

Jz
2M

K
H

dg
2A

m
4Q

Fg
ge

M
A

A
&

ur
l=

ht
tp

s%
3A

%
2F

%
2F

w
w

w
.k

is
di

.re
.k

r%
2F

ki
s

di
%

2F
co

m
m

on
%

2F
pr

em
iu

m
%

3F
fil

e%
3D

1%
25

7C
13

53
5&

us
g=

A
FQ

jC
N

E
0r

k6
Q

IC
Q

r9
h4

gO
P

XE
N

w
gQ

E
rQ

c1
A

 ）
を
基

に
作

成

地
上

波
D

M
B
と
有

料
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
競
合

N
ス
ク
リ
ー
ン
利

用
率
の

コ
ン
テ
ン
ツ
別
推

移
（
%
）

地
上
波

D
M

B
 サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
低
迷
の

打
開

策
と
し
て
、

20
16

年
8月

よ
り

H
D
画
質
へ
の
高
画
質
化
が
実

施
さ
れ
た
が
、
地
上
波
系
列
の

S
B

S
、

M
B

C
、

K
B

S
は

、
H

D
化
へ
の
対
応
を
保
留
し
た
。
地
上
波

3放
送
局
に
対
し
て
は
、

災
害
時
の
放
送
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
無
料
の
地
上

波
D

M
B
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
よ
り
も
、
「
po

oq
」
等
で
の
有
料

サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し
て
い
る
と
の
批
判
も
出
て
い
る
。

出
所

）
ht

tp
:/

/in
si

de
.o

lle
h.

co
m

/h
tm

l/n
ot

ic
eV

ie
w

.a
sp

?s
eq

=
10

36
8&

pa
ge

=
1&

su
b=

00
&

co
de

=
H

AA
00

&
se

ar
ch

=
TI

TL
E&

ke
yw

or
d=

po
oq

ht
tp

://
w

w
w

.z
dn

et
.c

o.
kr

/n
ew

s/
ne

w
s_

vi
ew

.a
sp

?a
rti

ce
_i

d=
20

15
06

21
20

49
28

ht
tp

://
w

w
w

.z
dn

et
.c

o.
kr

/n
ew

s/
ne

w
s_

vi
ew

.a
sp

?a
rti

ce
_i

d=
20

15
11

02
13

38
17

ht
tp

://
w

w
w

.tv
in

g.
co

m
/n

ot
ic

e/
vi

ew
?s

eq
=1

75
80

&
pa

ge
N

o=
8

地
上

波
放

送
局

の
コ
ン
テ
ン
ツ
再
送
信
料
問
題


IP

TV
各
社
は
、
地
上
波
放
送
局
系
列
の
コ
ン
テ
ン
ツ
連
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
「
po

oq
」
を
通
じ

て
、

P
IP
（
P

la
tfo

rm
 In

 P
la

tfo
rm

）
方
式
で
、
モ
バ
イ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
地
上
波
放
送

コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
を
行
っ
て
き
た
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
連
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
側
か
ら
の
コ
ン
テ
ン

ツ
供
給
対
価
の
値
上
げ
（
1,

90
0 ウ

ォ
ン
か
ら

3,
90

0 ウ
ォ
ン
へ
）
要
求
を
受
け
て
契
約
延
長
を
断

念
し
、

20
15

年
6 月

か
ら
、

B
tv
モ
バ
イ
ル
、

U
 +

H
D

TV
に
お
い
て
、

12
月
か
ら

ol
le

h
tv

m
ob

ile
に
お
い
て
も
、

K
B

S
、

M
B

C
、

S
B

S
の
地
上

波
リ
ア
ル
タ
イ
ム
放
送
と

V
O

D
は
終
了
し
た
。


ケ
ー
ブ
ル
事
業
者
の

C
J ハ

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
運
営
す
る

O
TT

サ
ー
ビ
ス
「
tv

in
g 」

に
つ
い
て
も
、
地

上
波
再
送
信
料
の
引
き
上
げ
を
巡
っ
て
裁
判
と
な
り
、

20
15

年
11

月
よ
り
地
上
波
リ
ア
ル
タ
イ
ム

放
送
と

V
O

D
は
終
了
し
た
。
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19

米
国

既
存

映
像

メ
デ
ィ
ア
産

業
構

造
概

観

注
）
為

替
レ
ー
ト
は

20
10

年
当
時
（
1ド

ル
＝

87
.8

1円
換
算
）

出
所

）
み

ず
ほ

産
業

調
査
「
デ
ジ
タ
ル
化
後
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
産
業
の
展

望
」V

ol
.3

7 
N

o.
3 

20
11

年
を
基

に
M

R
I作

成

C
on

te
nt

s 
P

ro
du

ct
io

n
（
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
）

S
yn

di
ca

tio
n

（
流
通
市
場
）

Tr
an

sm
is

si
on

（
伝
送
）

A
gg

re
ga

tio
n

（
編
成
）

A
ut

ho
riz

at
io

n/
P

ay
m

en
t

（
認
証
・
課
金
）

Platform

（ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ）

C
AT

V
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

Te
rre

st
ria

l
B

ro
ad

ca
st

in
g

（
地
上
波
）

D
TH

（
衛
星
）

B
ro

ad
ba

nd
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）

W
ire

d
（
有
線
系
）

M
ob

ile
（
モ
バ
イ
ル
系
）

B
ro

ad
ca

st
in

g（
放
送
）

C
on

ve
rg

en
ce

（
通
信
と
放
送
の
融
合
）

C
om

m
un

ic
at

io
ns

（
通
信
）

Te
le

co
m

（
通
信
事
業
者
）

C
AT

V
 O

pe
ra

to
r

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）

D
ire

ct
 B

ro
ad

ca
st

in
g 

S
at

el
lit

e
（
衛
星
事
業
者
）

約
$3

0B
（
約

2.
6兆

円
）

約
$5

3B
（
約

4.
6兆

円
）

M
ov

ie
 S

tu
di

o（
映
画
ス
タ
ジ
オ
）

TV
 S

tu
di

o（
TV

ス
タ
ジ
オ
）

S
yn

di
ca

to
r（
シ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
）

N
et

w
or

k
（
地
上
波
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

C
ab

le
 N

et
w

or
k

（
番
組
供
給
事
業
者
）

O
&

O
（
直
営
局
）

A
ffi

lia
te

d 
S

ta
tio

n
（
加
盟
局
）

約
$1

10
B

（
約

9.
6兆

円
）

M
ed

ia
 C

on
gl

om
er

at
e

（
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
）

計
約

$1
93

B
（
約

16
.9
兆
円
）
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20

米
国

の
放

送
市

場
に
お
け
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

M
ul

tic
ha

nn
el

 V
id

eo
 P

ro
gr

am
m

in
g 

D
is

tri
bu

to
rs

 (M
V

P
D

s)
：
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
映
像
事
業
者

衛
星
放
送

ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ

IP
TV

B
ro

ad
ca

st
 T

el
ev

is
io

n 
S

ta
tio

ns
：
放
送
事
業
者

商
業

放
送

公
共
放
送

O
nl

in
e 

Vi
de

o 
D

is
tri

bu
to

rs
 (O

V
D

s)
：
オ
ン
ラ
イ
ン
映
像
配
信
事
業
者

O
TT

 A
gg

re
ga

to
r

O
TT

 S
ta

nd
al

on
e

TV
 E

ve
ry

w
he

re
Li

ve
 S

oc
ia

l S
tre

am
Vi

rtu
al

 S
er

vi
ce

 P
ro

vi
de

r


米
国
の
放
送
市
場
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
大
き
く
下
図
の

3つ
に
分
か
れ
る
。

ht
tp

s:
//a

pp
s.

fc
c.

go
v/

ed
oc

s_
pu

bl
ic

/a
tta

ch
m

at
ch

/D
A

-1
7-

71
A1

.p
df
よ
り

M
R

I作
成
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st

itu
te

, I
nc

.
21

O
TT

等
サ

ー
ビ
ス
の

一
般

的
な
配

信
構

造

動
画

配
信
サ
イ
ト
の
ポ
ー
タ
ル

動
画

配
信
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社

自
社

管
理

サ
ー
バ


ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

（
コ
ン
テ
ン
ツ
カ
タ
ロ
グ
、
画
像

等
）


バ
ッ
ク
エ
ン
ド
シ
ス
テ
ム

（
利
用
者
管
理
、
認
証
・
認
可
、
課
金
、

年
齢
制
限
、
ロ
グ
管
理

等
）

C
D

N

③
一

番
近

い
C

D
N
サ
イ
ト
か

ら
、

動
画

取
得
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
視
聴

④
視

聴
状

況
（
ど
こ
ま
で
見
た
か
等
）
の
情
報
を

定
期

的
に
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

管
理

サ
ー
バ
に
対
し
て
通
知

コ
ン
テ
ン
ツ
は

暗
号
化
さ
れ
て
い
る

29
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22

動
画

配
信

イ
ン
フ
ラ
の

動
向

VO
D

同
録

(見
逃

し)

TV PC

宅
内 ス

マ
ホ

タブ
レ

ット

屋
外

Ca
ch

e
Se

rv
er

ス
マ

ホ

タブ
レ

ット

IP
-S

TB

O
rig

in
Se

rv
er

CM
S

顧
客

管
理

認
証

・課
金

レ
コメ

ン
ド/

分
析

運
用

・監
視

番
組

供
給

事
業

者

メタ
情

報

リニ
ア

コン
テ

ン
ツ

ノン
リニ

ア
コン

テ
ン

ツ

放
送

・配
信

事
業

者

オ
ー

プ
ン

イン
ター

ネ
ット

3G
/4

Gモ
バ

イル
等

固
定

ブ
ロー

ドバ
ン

ド
CA

TV
/I

PT
V等

放
送

波

出
典

：
各

種
資

料
よ

りM
RI

作
成
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itu
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.
23

M
VN

O
/F

VN
O
の

進
展

と
の

関
係

に
つ
い
て


固

定
・移

動
体

ブ
ロー

ドバ
ン

ド市
場

に
お

け
る

回
線

の
卸

売
モ

デ
ル

(N
TT

:光
コラ

ボ
)に

よ
り、

同
市

場
に

お
け

る
参

入
障

壁
が

低
下

。多
くの

事
業

者
が

参
入

して
M

VN
O

とF
VN

O
を

活
用

した
サ

ー
ビス

競
争

が
進

展
。


ブ

ロー
ドバ

ン
ドと

ブ
ロー

ドキ
ャス

トと
の

連
携

は
イン

フラ
レ

ベ
ル

か
ら上

位
事

業
レ

イヤ
ま

で
含

め
て

再
設

計

サ ー ビ ス イ ン フ ラ

（ 回 線 ）参
入

M
VN

O
+

FV
N

O
の
例
：

So
-n

et
、O

CN
、な
ど

M
VN

O
: 

M
ob

ile
 V

irt
ua

l N
et

w
or

k 
O

pe
ra

to
r

FV
N

O
：

Fi
xe

d 
Vi

rt
ua

l N
et

w
or

k 
O

pe
ra

to
r

※
1：

1次
/2

次
M

VN
O

を
含

む
(2

01
7.

3時
点

)
※

2：
N

TT
東

西
の

光
コラ

ボ
の

卸
先

事
業

者
数

(2
01

7.
3時

点
)

モ
バ
イ
ル

量
販

店
(K

’s
 d

en
ki

)等

M
VN

O
（

68
4社

※
1 ）

M
N

O
（

D
oc

om
o/

au
/S

B）

FV
N

O
（

58
2社

※
2 ）

FN
O

（
N

TT
/K

D
D

I等
）

テ
レ

コム
系

以
外

の
事

業
者

(小
売

系
等

)
テ
レ
コム
系
事
業
者

卸
卸

イオ
ン

、T
su

ta
ya

等

固
定
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

テ
レ

コム
系

事
業

者
(I

SP
等

)

出
典

：
各

種
資

料
よ

りM
RI

作
成
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24

現
行

放
送

方
式

に
お
け
る

IP
伝

送
の

扱
い

送
信
用
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
さ
れ

た
IP
デ
ー
タ
グ
ラ
ム
、
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
フ
レ
ー
ム
、
ま
た
は

、
そ
の

他
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
イ
ヤ
パ

ケ
ッ
ト
は
、

1つ
ま
た
は

複
数

の
G

S
E
パ
ケ
ッ
ト
に
カ
プ
セ
ル
化
さ

れ
る
（
下
記
図
）
。
カ
プ
セ
ル

化
プ
ロ
セ
ス
は
、
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
層

P
D

U
の
開
始
お
よ
び
終

了
を
記

述
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ト
コ
ル

タ
イ
プ
お
よ
び
ア
ド
レ
ス
ラ
ベ
ル

な
ど
の
制
御

情
報
を
追
加
し
、
必

要
に
応
じ
て
全
体

的
な
整

合
性

チ
ェ
ッ
ク
。

出
典

：
「A

na
ly

si
s 

of
 I

P 
En

ca
ps

ul
at

io
n 

M
et

ho
ds

 o
ve

r 
D

VB
 

Sa
te

lli
te

」（
20

04
年

東
大

、Z
ul

H
ilm

iZ
ul

ki
fli

）
よ

り
出

典
：

「G
en

er
ic

 S
tr

ea
m

 E
nc

ap
su

la
tio

n/
 E

na
bl

in
g 

th
e 

ca
rr

ia
ge

 o
f I

P 
di

re
ct

ly
 o

ve
r 

D
VB

 n
et

w
or

ks
」（

20
11

年
、D

VB
）

よ
り

IP
に
よ
る
送
信

（
ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の

み
）
に
て
発

生

す
る
パ
ケ
ッ
ト
ロ
ス
を
、
地

上
網

で
補

完
す
る
技

術
に

つ
い
て
も
、
既

に
提

案
さ
れ

て
い
る
。

現
在
で
は
、
地

上
網

＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

C
D

N
に
お

い
て
協
調
動

作
を
効

果
的

に
行

う
方

式
も
可

能
。


地

域
ご

とに
ブ

ロー
ドバ

ン
ド環

境
が

異
な

る
際

に
、衛

星
に

よ
る

放
送

的
配

信
基

盤
を

活
用

す
る

こと
は

有
効

で
あ

り、
米

国
を

中
心

に
一

部
で

進
化

して
い

る
。
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通
信

・
放

送
分

野
の

国
際

展
開

の
特

徴

国
・地

域
北

米
日

本
新

興
国

(価
格

感
度

、実
用

性
、規

模
の

経
済

)
欧

州
ア

ジ
ア

・A
SE

AN
南

米
ア

フリ
カ

キ
ー

ノー
ト

グ
ロー

バ
ル

フォ
ー

カス
地

縁
新

興
国

多
国

籍
企

業
(植

民
地

)
(植

民
地

)
グ

ロー
バ

ル
フォ

ー
カス

両
面

市
場

・O
TT

経
協

イン
フラ

？
国

際
水

平
分

業
経

済
成

長
高

経
済

成
長

高
宗

主
国

イン
フラ

コン
テ

ン
ツ

ハ
リウ

ッド
D

eN
A,

ア
ニ

メ
テ

レ
ビサ

BB
C

サ
ー

ビス
Am

az
on

,N
et

fli
x

楽
天

,L
IN

E
Al

ib
ab

a

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
Go

og
le

,F
B,

Ro
vi

VR
,H

yb
rid

ca
st

H
bb

TV

イン
フラ

(F
D

I)
SB

,ぷ
らら

,I
SD

B
Si

ng
te

l,
As

tr
o

TF
C,

VF
N

,D
VB

シ
ス

テ
ム

IB
M

N
TT

デ
ー

タ,
トマ

デ
ジ

SA
P

端
末

・デ
バ

イス
Ap

pl
e,

VI
ZI

O
ソ

ニ
ー

,パ
ナ

三
星

,x
ia

om
i

主
要
国
に
よ
る
通
信
・放
送
分
野
を
巡
る
国
際
展
開
の
特
徴

出
典

：
M

RI
作

成
(表

中
の

青
字

は
通

信
関

連
の

主
要

企
業

、赤
字

は
放

送
・コ

ン
テ

ン
ツ

関
連

の
主

要
企

業
・技

術
規

格
・商

品
分

野
等

、で
あ

る
こと

を
表

して
い

る
)


欧

州
企

業
は

、宗
主
国

とし
て

の
関

係
性

(人
脈

を
含

む
)を

活
か

し、
主

に
イン

フラ
に

特
化

して
人

材
の

派
遣

に
よ

る
コン
サ
ル
テ
ィン
グ

を
含

め
て

現
地

に
根

差
した

海
外

展
開

を
行

って
い

る
。ま

た
、研
究
開
発
か
ら
事
業
化

ま
で

協
業

の
範

囲
を

拡
げ

て
い

る
。


北

米
企

業
は

、F
D

I規
制

に
よ

る
障

壁
の

低
い

(自
由

競
争

)、
イン

フラ
以

外
の

レ
イヤ

ー
で
国
際
分
業

(E
co

sy
st

em
形
成

)と
業
種
特

化
(プ

ラッ
トフ

ォー
ム

化
に

よ
る

ゲ
ー

ム
チ

ェン
ジ

：
両

面
市

場
に

よ
る

レ
バ

レ
ッジ

等
)に

よ
り寡
占
市
場

を
形

成
し、
世
界
共
通
価
値

の
提

供
に

よ
る

国
際

展
開

を
狙

って
い

る
。


新

興
国

企
業

は
、国

営
多

国
籍

企
業

とし
て

の
イン

フラ
展

開
、世

界
の

工
場

とし
て

の
国

際
展

開
等

が
特

徴
で

あ
る

。
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5

0
0
億
円
（
2
0
1
6
年
）
 

民
放

1
9

,
6
0

0
 

（
N

H
K
）

5
,
1

0
0

 
（
N

H
K
）

1
,
8

0
0

 

民
放

2
,
2

0
0

 

1
,
7

0
0

 

5
,
0

0
0

 

セ
ル

2
,
2

0
0

 

レ
ン
タ
ル

2
,
1

0
0

 

2
,
5

0
0

 2
,
3

0
0

 

（
億
円
）

放
送
（
B

S
）

放
送
（
C

S
）

放
送
（
C

A
T

V
）

配
信

興
行
（映
画
）

広
告
費

1
8

,
4

0
0

広
告
費

9
0

0

広
告
費

2
0

0

広
告
費

2
0

0

1
0
0
億
円
単
位
で
表
記

放
送
（地
上
波
）

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
D

V
D

/
B

D
）

広
告
費

9
0

0

※
「配
信
」の
広
告
費
は
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
内
に
掲
出
さ
れ
る
動
画
広
告
の
ほ
か

S
N

S
等
の
非
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
内
で
掲
出
さ
れ
る
動
画
広
告
を
含
ん
で
い
る
。
 

35



日
本
の
有
料

(
ペ
イ

)
テ
レ
ビ
普
及
状
況

 





36



Ｂ
Ｓ
放
送
の
視
聴
状
況

 

37



日
本
の
広
告
費

 
衛
星
メ
デ
ィ
ア
関
連
広
告
費
の
推
移

38



 B
S
放
送
の
有
料
／
無
料
放
送
認
知

39



同
居
家
族
構
成
か
ら
見
る

B
S
放
送

40



“百
花
繚
乱
”
の
動
画
メ
デ
ィ
ア

41



B
S
放
送
は
“
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
感
”で
地
上
波
放
送
と
棲
み
分
け

42



自
宅
内
で
の
動
画
ス
ク
リ
ー
ン
の
選
択
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

空
き
時
間

 
 
…
…
今
か
ら
自
由
に
使
え
そ
う
な
時
間
の
長
さ

 
（
外
出
、
就
寝
な
ど
次
の
行
動
の
前
に
）

 

な
が
ら
有
無

 
…
…
家
事
、
食
事
や
身
の
回
り
の
生
活
の
用
事

な
ど
を
し
な
が
ら
の
場
合
か
、
他
の
用
事
が
な
い
場
合
か

 

空
き
時
間

1
5
分
く
ら
い

3
0
分
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い

視
聴
・
利
用
す
る
メ
デ
ィ
ア

地
上
波
テ
レ
ビ

放
送

（
放

送
と同

時
刻

に
視

聴
）

B
S
放
送
や
C
S
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
（
放
送
と
同
時
刻
に
視
聴
）

録
画
し
た
テ
レ
ビ
番
組
の
再
生
視
聴

D
V
D
・ブ
ル
ー
レ
イ
な
ど
パ

ッケ
ー

ジ
ビデ

オ

有
料
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

無
料
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

こ
の
場
面
が
あ
っ
て
も
、
どれ

も
視

聴
・利
用
し
な
い

な
が
ら
有
無

他
の
用
事
を
し
な
が
ら
の
場
合

他
の
用
事
が
な
い
場
合

テ
レ
ビ
を
含
む

6
つ
の
動
画
メ
デ
ィ
ア
の
い
ず
れ
か
を

ふ
だ
ん
利
用
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
て
調
査

n
=

7
5
0
6

43



衛
星
放
送
は
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
り
他
の
用
事
が
な
い
時
に
選
好
さ
れ
る

 

(％
)

他
の
用
事
を

し
な
が
ら

他
の
用
事
が

な
い

(％
)

他
の
用
事
を

し
な
が
ら

他
の
用
事
が

な
い

(％
)

他
の
用
事
を

し
な
が
ら

他
の
用
事
が

な
い

1
5
分
く
ら
い

1
5
分
く
ら
い

1
5
分
く
ら
い

3
0
分
く
ら
い

3
0
分
く
ら
い

3
0
分
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い

(％
)

他
の
用
事
を

し
な
が
ら

他
の
用
事
が

な
い

(％
)

他
の
用
事
を

し
な
が
ら

他
の
用
事
が

な
い

(％
)

他
の
用
事
を

し
な
が
ら

他
の
用
事
が

な
い

1
5
分
く
ら
い

1
5
分
く
ら
い

1
5
分
く
ら
い

3
0
分
く
ら
い

3
0
分
く
ら
い

3
0
分
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い

地
上
波
テ
レ
ビ
放
送

B
S
放
送
や
C
S
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

録
画
し
た
テ
レ
ビ
番
組
の
再
生
視
聴

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ブ
ル
ー
レ
イ
な
ど
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ビ
デ
オ

有
料
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

無
料
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

6
0

.6
 

4
6

.7
 

4
9

.9
 

4
6

.3
 

4
1

.3
 

4
0

.8
 

-
0
.5

-
3
.6

-
1

3
.9

+
 8

.6

+
 1

0
.7

+
 5

.5

+
 0

.4

1
3

.3
 

1
6

.1
 

1
0

.0
 

1
0

.5
 

7
.8

 
7

.7
 

-
0
.1

+
 0

.5

+
 2

.8

+
 2

.2

+
 3

.3

+
 2

.8

+
 5

.6

1
6

.5
 

3
7

.5
 

1
0

.4
 

1
8

.5
 

5
.7

 
7

.7
 

+
 2

.0

+
 8

.1

+
 2

1
.0

+
 4

.7

+
 6

.1

+
 1

0
.8

+
 1

9
.0

4
.2

 
1

3
.4

 

2
.1

 
3

.9
 

1
.5

 
2

.1
 

+
 0

.6

+
 1

.8

+
 9

.2

+
 0

.6

+
 2

.1

+
 1

.8

+
 9

.5

2
.2

 
5

.7
 

1
.5

 
2

.7
 

1
.4

 
1

.6
 

+
 0

.2

+
 1

.2

+
 3

.5

+
 0

.1

+
 0

.7

+
 1

.1

+
 3

.0

1
2

.1
 

2
3

.0
 

1
0

.3
 

1
7

.4
 

8
.3

 
1

3
.4

 

+
 5

.1

+
 7

.1

+
 1

0
.9

+
 2

.0

+
 1

.8

+
 4

.0

+
 5

.6
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若
年
層
で
も
衛
星
放
送
が
メ
デ
ィ
ア
選
択
肢
中
に
あ
る
グ
ル
ー
プ

 

6
）

45



衛
星
放
送
に
中
程
度
の
関
与
を
示
す
層
の
存
在

 

46



各
グ
ル
ー
プ
の
興
味
関
心
分
野

 

47





– –



– – – –

衛
星
放
送
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題

48



Ｂ
Ｓ
放
送

の
ハ

ー
ド
事

業
の

現
状

と
課

題

平
成

３
０
年

２
月

８
日

（
株
）
放
送
衛
星
シ
ス
テ
ム

執
行
役
員
・
総
合
企
画
室
長

浜
崎
浩
丈

衛
星

放
送

の
未

来
像

に
関
す
る
Ｗ
Ｇ

 
資
料

資
料
１
－
７

49

014254A
テキストボックス



Ｂ
－

Ｓ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て

 

•
赤

道
上

空
3

6
,0

0
0

k
m

東
経

1
1

0
度

の
1

1
.7

G
H

z
～

1
2

.2
G

H
z
を

利
用

す
る

日
本

向
け

放
送

衛
星

を
現

在
4
機

所
有

 

•
事

業
内

容
は

、
放

送
衛

星
の

調
達

、
放

送
衛

星
の

運
用

お
よ

び
管

理
ほ

か
、

基
幹

放
送

局
提

供
事

業
 

•
資

本
金

 
1

5
0
億

円
 

•
主

要
株

主
は

、
日

本
放

送
協

会
、

（
株

）
W

O
W

O
W

, 

（
株

）
東

京
放

送
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
、

 

（
株

）
テ

レ
ビ

朝
日

ホ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
ス

、
（

株
）

B
S
日

本
、

 

（
株

）
ビ

ー
エ

ス
フ

ジ
、

（
株

）
B

S
ジ

ャ
パ

ン
 

 

-1
- 

50



こ
れ

ま
で
の

放
送

衛
星

の
調
達

 

•
B

S
A

T
-
1

a
 

1
9

9
7
年

4
月

1
7
日

打
上

 

•
B

S
A

T
-
1

b
 

1
9

9
8
年

4
月

2
9
日

打
上

 

•
B

S
A

T
-
2

a
 

2
0

0
1
年

3
月

9
日

打
上

 

•
B

S
A

T
-
2

b
 

2
0

0
1
年

7
月

1
3
日

打
上

失
敗

 

•
B

S
A

T
-
2

c
  

2
0

0
3
年

6
月

1
3
日

打
上

 

•
B

S
A

T
-
3

a
 

2
0

0
7
年

8
月

1
5
日

打
上

 

•
B

S
A

T
-
3

b
 

2
0

1
0
年

1
0
月

2
9
日

打
上

 

•
B

S
A

T
-
3

c
  

2
0

1
1
年

8
月

7
日

打
上

 

•
B

S
A

T
-
4

a
 

2
0

1
7
年

9
月

3
0
日

打
上

 

-2
- 

51



ハ
ー
ド
運

用
の

実
態

 

•
現

在
4
機

の
衛

星
を

運
用

 

BS
AT

-4
a 

BS
AT

-3
c 

BS
AT

-3
b 

BS
AT

-3
a 

川
口

衛
星

管
制

セ
ン

タ
ー

 
君

津
衛

星
管

制
所

 
-3

- 

52



ハ
ー
ド
運

用
の

実
態

 
•

Ｂ
Ｓ

全
番

組
の

信
号

を
衛

星
へ

伝
送

 

渋
谷

主
局

ア
ン

テ
ナ

群
 

放
送
事
業
者

 -4
- 
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最
近

の
ハ

ー
ド
運

用
上
の

課
題

•
４

Ｋ
放

送
実

施
の

た
め

に
現

行
Ｂ

Ｓ
放

送
の

再
編

を
実

施

１
ｃ
ｈ

３
ｃ
ｈ

５
ｃ
ｈ

７
ｃ
ｈ

９
ｃ
ｈ

１
１
ｃ
ｈ

１
３
ｃ
ｈ

１
５
ｃ
ｈ

１
７
ｃ
ｈ

１
９
ｃ
ｈ

２
１
ｃ
ｈ

２
３
ｃ
ｈ

Ｂ
Ｓ

 朝
日

Ｂ
Ｓ
－
Ｔ
Ｂ
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

プ
ラ
イ
ム

Ｂ
Ｓ

 Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

ラ
イ
ブ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

シ
ネ
マ

ス
タ
ー
チ
ャ

ン
ネ
ル
２

ス
タ
ー
チ
ャ

ン
ネ
ル
３

Ｂ
Ｓ
ア
ニ
マ
ッ

ク
ス

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

チ
ャ
ン
ネ
ル

 

Ｂ
Ｓ
１
１

ス
タ
ー
チ
ャ

ン
ネ
ル
１

Ｔ
ｗ
ｅ
ｌｌ
Ｖ

放
送
大
学

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ス
ポ
ー
ツ

＆
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト

Ｂ
Ｓ

ス
カ
パ
ー
！

Ｂ
Ｓ
日
テ
レ

Ｂ
Ｓ
フ
ジ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
ﾌ
ﾟﾚ
ﾐｱ

ﾑ

A-
PA

B

ｸ
ﾞﾘ
ｰ
ﾝ

ﾁ
ｬ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

Ｊ
 Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

１

Ｊ
 Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

2 

Ｊ
 Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

3 

Ｊ
 Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

4 

シ
ネ
フ
ィ
ル

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
釣
り

ビ
ジ
ョ
ン

Ｂ
Ｓ
日
本
映

画
専
門
チ
ャ

ン
ネ
ル

Ｄ
ｌｉ
ｆｅ

４
Ｋ
８
Ｋ

試
験
放

送

ｸ
ﾞﾘ
ｰ
ﾝ

ﾁ
ｬ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

Ｊ
 Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

１

Ｊ
 Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

2 

Ｊ
 Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

3 

Ｊ
 Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ

4 

シ
ネ
フ
ィ
ル

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
釣
り

ビ
ジ
ョ
ン

Ｂ
Ｓ
日
本
映

画
専
門
チ
ャ

ン
ネ
ル

Ｄ
ｌｉ
ｆｅ

放
送
大
学

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ス
ポ
ー
ツ

＆
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト

Ｂ
Ｓ

ス
カ
パ
ー
！

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

ラ
イ
ブ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

シ
ネ
マ

Ｂ
Ｓ

 朝
日

Ｂ
Ｓ
－
Ｔ
Ｂ
Ｓ

Ｂ
Ｓ

 Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

プ
ラ
イ
ム

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
ﾌ
ﾟﾚ
ﾐｱ

ﾑ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

チ
ャ
ン
ネ
ル

 

Ｂ
Ｓ
１
１

ス
タ
ー
チ
ャ

ン
ネ
ル
１

Ｔ
ｗ
ｅ
ｌｌ
Ｖ

Ｂ
Ｓ
日
テ
レ

Ｂ
Ｓ
フ
ジ

Ｂ
Ｓ
ア
ニ
マ
ッ

ク
ス

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
１

A-
PA

B

ス
タ
ー
チ
ャ

ン
ネ
ル
２

ス
タ
ー
チ
ャ

ン
ネ
ル
３

Ｂ
Ｓ

 朝
日

Ｂ
Ｓ

 Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｂ
Ｓ
日
テ
レ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｓ
Ｈ
Ｖ
４
Ｋ

Ｂ
Ｓ
－
Ｔ
Ｂ
Ｓ

Ｂ
Ｓ
フ
ジ

４
Ｋ
放
送

-5
-
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最
近

の
ハ

ー
ド
運

用
上
の

課
題

 

•
４

Ｋ
放

送
実

施
の

た
め

に
現

行
Ｂ

Ｓ
放

送
の

再
編

を
実

施
 

 

–
帯

域
削

減
作

業
（

ス
ロ

ッ
ト

数
の

削
減

）
 

•
1
月

1
4
日

 
Ｎ

Ｈ
Ｋ

 
Ｂ

Ｓ
１

 
2

3
→

2
0
、

Ｂ
Ｓ

Ｐ
 

2
1

.5
→

1
8

 

•
1
月

2
2
日

 
Ｂ

Ｓ
朝

日
・

Ｂ
Ｓ

－
Ｔ

Ｂ
Ｓ

 
2

4
→

1
6

 

•
1
月

2
9
日

 
Ｂ

Ｓ
日

テ
レ

・
Ｂ

Ｓ
フ

ジ
 

 
2

4
→

1
6

 

•
4
月

1
6
日

（
予

定
）

 
Ｂ

Ｓ
ジ

ャ
パ

ン
 

 
2

4
→

1
6

 

 

–
チ

ャ
ン

ネ
ル

（
周

波
数

）
移

動
 

•
4
月

1
6
日

（
予

定
）

  
Ｂ

Ｓ
ジ

ャ
パ

ン
 

3
c
h
→

1
c
h

 

•
5
月

  
8
日

（
予

定
）

  
N

H
K

 
B

S
プ

レ
ミ

ア
ム

 
1

5
c
h
→

3
c
h

 

•
5
月

2
2
日

（
予

定
）

  
デ

ィ
ズ

ニ
ー

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

7
c
h
→

3
c
h

, 

 
 

  
  

 B
S
ア

ニ
マ

ッ
ク

ス
 

7
c
h
→

1
3

c
h

 

•
5
月

2
8
日

（
予

定
）

  
ス

タ
ー

チ
ャ

ン
ネ

ル
２

・
３

 
7

c
h
→

1
5

c
h
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- 
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最
近

の
ハ

ー
ド
運

用
上
の

課
題

 
•

基
幹

放
送

局
提

供
事

業
者

（
Ｂ

－
Ｓ

Ａ
Ｔ

）
へ

の
再

編
の

影
響

 
–

削
減

時
か

ら
新

局
開

局
の

間
の

無
収

入
分

 

•
今

回
の

帯
域

再
編

で
中

継
器

料
・

ア
ッ

プ
リ

ン
ク

料
 

1
0

.7
4
億

円
減

収
 

–
Ｔ

Ｓ
合

成
装

置
設

定
変

更
工

事
 

–
ケ

ー
ブ

ル
布

線
工

事
 

–
接

続
変

更
工

事
 

–
監

視
装

置
変

更
工

事
 

–
全

局
Ｓ

Ｉ
変

更
工

事
 

 

•
放

送
事

業
者

へ
の

再
編

の
影

響
 

–
映

像
エ

ン
コ

ー
ダ

ー
設

定
変

更
工

事
 

–
デ

ー
タ

放
送

送
出

容
量

変
更

工
事

 

–
営

放
シ

ス
テ

ム
変

更
工

事
 

–
送

出
装

置
変

更
工

事
 

–
ス

ロ
ッ

ト
削

減
用

装
置

の
開

発
・

整
備

 

–
全

局
Ｓ

Ｉ
に

関
す

る
作

業
の

実
施

（
再

編
対

象
局

だ
け

で
な

く
全

局
で

実
施

）
 -7
- 
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最
近

の
ハ

ー
ド
運

用
上
の

課
題

 
•

受
信

機
へ

の
再

編
の

影
響

 
–

既
存

受
信

機
へ

の
影

響
検

証
作

業
 

•
再

編
後

の
全

体
像

を
想

定
し

て
テ

ス
ト

ス
ト

リ
ー

ム
を

作
成

し
、

検
証

環
境

を
構

築
 

•
受

信
機

の
テ

ス
ト

を
実

施
 

–
影

響
が

あ
る

場
合

の
対

策
を

検
討

 

–
対

策
を

実
施

 
•

送
信

側
で

の
対

策
（

空
Ｔ

Ｓ
に

制
御

信
号

を
入

れ
て

対
策

す
る

な
ど

）
 

 

•
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
で

の
対

策
 

•
予

約
録

画
の

再
設

定
な

ど
の

視
聴

者
へ

の
周

知
 

•
対

応
で

き
な

い
受

信
機

に
関

す
る

所
有

者
へ

の
周

知
 

 

•
Ｃ

Ａ
Ｔ

Ｖ
事

業
者

へ
の

再
編

の
影

響
 

–
Ｃ

Ａ
Ｔ

Ｖ
ヘ

ッ
ド

エ
ン

ド
へ

の
影

響
検

証
作

業
 

–
Ｃ

Ａ
Ｔ

Ｖ
セ

ッ
ト

ト
ッ

プ
ボ

ッ
ク

ス
へ

の
影

響
検

証
作

業
 

–
影

響
が

あ
る

場
合

の
対

策
を

検
討

 

–
対

策
を

実
施

 

-8
- 
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今
後

再
編

が
あ
っ
た
場

合
の

留
意

事
項

 
 

  
ス

ロ
ッ

ト
数

の
変

更
に

よ
り

空
き

ス
ロ

ッ
ト

が
発

生
し

て
空

い
た

ま
ま

に
し

て
お

く
と

電
波

の
有

効
利

用
を

損
な

う
た

め
、

電
波

の
有

効
活

用
の

観
点

か
ら

ス
ロ

ッ
ト

調
整

の
た

め
の

帯
域

再
編

が
必

要
と

な
る

が
、

そ
の

よ
う

な
場

合
に

留
意

す
べ

き
以

下
の

よ
う

な
事

項
が

あ
る

。
 

 再
編

後
の

空
き

ス
ロ

ッ
ト

の
利

用
方

法
が

２
Ｋ

利
用

で
あ

っ
て

も
４

Ｋ
利

用
で

あ
っ

て
も

共
通

に
考

慮
す

べ
き

事
項

 
 •

基
幹

放
送

局
提

供
事

業
者

（
Ｂ

－
Ｓ

Ａ
Ｔ

）
 

–
長

期
に

わ
た

る
無

収
入

期
間

 
–

再
編

工
事

 

•
放

送
事

業
者

 
–

全
社

に
必

要
な

全
局

S
I対

応
作

業
 

–
変

更
対

象
と

な
る

事
業

者
の

工
事

・
設

備
整

備
 

–
帯

域
削

減
事

業
者

の
ま

だ
ら

（
マ

ル
チ

）
編

成
制

限
等

の
内

容
へ

の
影

響
 

–
帯

域
削

減
事

業
者

の
降

雨
減

衰
対

策
の

低
階

層
伝

送
へ

の
影

響
 

–
チ

ャ
ン

ネ
ル

移
動

に
つ

い
て

は
、

移
動

困
難

な
サ

ー
ビ

ス
へ

の
配

慮
 

•
受

信
機

 
–

検
証

作
業

と
課

題
解

決
 

 

•
Ｃ

Ａ
Ｔ

Ｖ
 

–
ヘ

ッ
ド

エ
ン

ド
設

備
と

端
末

へ
の

検
証

作
業

と
課

題
解

決
 

-9
- 
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今
後

再
編

が
あ
っ
た
場

合
の

留
意

事
項

 

＜
再

編
で

２
Ｋ

事
業

者
増

と
な

る
場

合
の

留
意

事
項

＞
 

 •
既

存
放

送
事

業
者

の
Ｅ

Ｐ
Ｇ

削
減

 

•
ブ

ロ
ー

ド
キ

ャ
ス

タ
ー

Ｉ
Ｄ

な
ど

の
規

定
上

の
制

約
 

•
サ

ー
ビ

ス
増

に
対

す
る

既
存

受
信

機
お

よ
び

Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ

で
の

検
証

 
 

＜
再

編
で

４
Ｋ

利
用

と
な

る
場

合
の

留
意

事
項

＞
 

 •
既

に
左

旋
を

割
り

当
て

ら
れ

て
い

る
事

業
者

と
の

不
平

等
 

•
異

な
る

変
調

波
の

隣
接

波
か

ら
の

影
響

 

-1
0-
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Ｂ
Ｓ
放

送
の

空
き
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
状
況

 

２
ｃ
ｈ

 
４
ｃ
ｈ

 
６
ｃ
ｈ

 
８
ｃ
ｈ

 
１
０
ｃ
ｈ

 
１
２
ｃ
ｈ

 
１
４
ｃ
ｈ

 
１
６
ｃ
ｈ

 
１
８
ｃ
ｈ

 
２
０
ｃ
ｈ

 
２
２
ｃ
ｈ

 

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

 
Ｓ
Ｃ
サ
テ
ラ
イ
ト

 
放

送
 

Ｑ
Ｖ
Ｃ

 
サ

テ
ラ
イ
ト

 

東
北

新
社

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

 
Ｓ
Ｈ
Ｖ

 
８
Ｋ

 

未 使 用
 

未 使 用
 

未 使 用
 

未 使 用
 

未 使 用
 

未 使 用
 

未 使 用
 

未 使 用
 

未
割
当

 

未
割
当

 

（
左
旋
円
偏
波
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

 

８
Ｋ
放
送

 
４
Ｋ
放
送

 

-1
1-
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衛
星

放
送

の
ハ

ー
ド
事

業
の

現
状

と
課

題
（
東

経
1
1
0
度

Ｃ
Ｓ

）

2
0
1
8
年

2
月

8
日

ス
カ

パ
ー

Ｊ
Ｓ

Ａ
Ｔ

株
式

会
社

衛
星

放
送

の
未

来
像

に
関

す
る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（
第

1
回

会
合

）
資

料

資
料
１
－
８

61



【
1
】

東
経

1
1
0
度

Ｃ
Ｓ

に
お

け
る

当
社

の
役

割


認

定
基

幹
放

送
事

業
者

（
ソ

フ
ト
事

業
者

）
に

以
下

業
務

を
提

供

1
.

基
幹

放
送

局
提

供
事

業
者

（
ハ

ー
ド
事

業
者

）
と

し
て

、
地

球
局

、
衛

星
基

幹
放

送
局

の
提

供

2
.

ソ
フ

ト
事

業
者

の
番

組
送

出
設

備
（
プ

レ
イ

ア
ウ

ト
、
デ

ジ
タ

ル
符

号
化

等
）
の

提
供

3
.

有
料

放
送

管
理

業
務

（
顧

客
管

理
業

務
、
普

及
促

進
業

務
）
の

提
供

1
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【
2
】

東
経

1
1
0
度

Ｃ
Ｓ

デ
ジ

タ
ル

放
送

の
現

状


右

旋 
1
2
ト
ラ

ポ
ン


認

定
基

幹
放

送
事

業
者

2
3
社


高

精
細

度
テ

レ
ビ

ジ
ョ
ン

(
H
D
)

2
1
c
h


標

準
テ

レ
ビ

ジ
ョ
ン

放
送

(
S
D
)

3
3
c
h


2
0
0
2
年

3
月

放
送

開
始


左

旋


2
0
1
7
年

4
月

試
験

放
送

開
始


1
ト
ラ

ポ
ン


認

定
基

幹
放

送
事

業
者

１
社

（
一

般
社

団
法

人
放

送
サ

ー
ビ

ス
高

度
化

推
進

協
会

）


超

高
精

細
度

テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン

(
4
K
)
 

1
c
h


2
0
1
8
年

1
2
月

実
用

放
送

開
始

予
定


5
ト
ラ

ポ
ン


認

定
基

幹
放

送
事

業
者

１
社

（
株

式
会

社
ス

カ
パ

ー
・
エ

ン
タ

ー
テ

イ
メ

ン
ト
）


超

高
精

細
度

テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン

(
4
K
)
 

8
c
h

2
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【
3
-
1
】

管
理

運
用

の
現

状


衛

星
基

幹
放

送
局


東

経
1
1
0
度

静
止

軌
道

上
で

2
機

の
衛

星
を

運
用

中
。


東

経
1
1
0
度

Ｃ
Ｓ

放
送

の
衛

星
基

幹
放

送
局

と
し

て
、
右

旋
1
2
波

、
左

旋
1
波

を
送

信
中

。
2
0
1
8
年

1
2
月

か
ら

左
旋

5
波

と
な

る
予

定
。


衛

星
の

管
理

運
用

は
自

社
の

設
備

と
体

制
で

実
施

(
1
1
0
R
の

管
制

業
務

は
B
S
A
T
殿

に
委

託
)


衛

星
基

幹
放

送
局

に
起

因
す

る
重

大
事

故
は

発
生

し
て

い
な

い
。

N
-
S
A
T
-
1
1
0
A

JC
S
A
T
-
1
1
0
R
(
予

備
)

打
ち

上
げ

2
0
1
6
/
1
2
/
2
2

2
0
1
1
/
8
/
7

軌
道

位
置

東
経

1
1
0
度

東
経

1
1
0
度

ロ
ケ

ッ
ト

ア
リ

ア
ン

5
ア

リ
ア

ン
5

衛
星

バ
ス

S
S
L
1
3
0
0

A
2
1
0
0
A

衛
星

寿
命

1
5
年

1
5
年

中
継

器
（
C
S
帯

域
の

も
の

）
右

旋
1
3
本

左
旋

1
3
本

右
旋

1
2
本

備
考

B
S
A
T
殿

と
共

同
所

有

3
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【
3
-
2
】

管
理

運
用

の
現

状


地
球

局


東
京

都
江

東
区

に
地

球
局

を
設

置
。
右

旋
用

1
2
波

、
左

旋
用

1
波

を
送

信
中

。


地

球
局

は
自

営
。
管

理
運

用
は

自
社

の
体

制
で

実
施

。


地

球
局

に
起

因
す

る
重

大
事

故
は

発
生

し
て

い
な

い
。


番

組
送

出
設

備


同
一

の
拠

点
に

集
約

す
る

こ
と

で
、
放

送
の

送
出

か
ら

送
信

ま
で

、
一

体
的

な
管

理
運

用
を

お
こ

な
っ

て
い

る
。


プ

レ
イ

ア
ウ

ト
：
当

社
に

業
務

委
託

す
る

社
と

、
自

営
の

社
が

あ
る

。


デ

ジ
タ

ル
符

号
化

：
全

事
業

者
が

当
社

に
業

務
委

託


有

料
放

送
管

理
業

務


有
料

放
送

を
お

こ
な

う
全

放
送

事
業

者
が

当
社

に
業

務
委

託

写
真

ス
カ

パ
ー

東
京

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

（
東

京
都

江
東

区
）

4
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【
4
】

課
題

や
留

意
事

項


1
1
0
度

C
S
右

旋
は

、
今

年
度

、
認

定
申

請
受

付
が

お
こ

な
わ

れ
た

た
め

、
認

定
後

の
再

編
に

向
け

た
対

応
の

準
備

を
始

め
て

い
る

。


再

編
に

あ
た

っ
て

は
、

帯
域

の
削

減
・
変

更
・
周

波
数

の
変

更
が

見
込

ま
れ

、
以

下
課

題
へ

の
対

応
が

必
要

。


設

備
の

追
加

と
変

更
作

業
の

準
備


帯

域
の

削
減

に
よ

る
画

質
変

化
に

つ
い

て
技

術
的

、
サ

ー
ビ

ス
的

観
点

か
ら

の
事

前
検

討
、

検
証


帯

域
の

削
減

・
変

更
・
周

波
数

の
変

更
時

に
お

け
る

放
送

受
信

機
へ

の
影

響
に

関
す

る
十

分
な

事
前

検
討

、
検

証


今

度
再

編
が

あ
る

場
合

に
も

同
様

の
対

応
が

必
要

。


1
1
0
度

C
S
左

旋
の

課
題

や
留

意
事

項
は

、
右

旋
と

同
様

。

5
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【
参

考
】

東
経

1
1
0
度

C
S
放

送
（
左

旋
)
の

空
き

帯
域

の
状

況

N
D
2
5

N
D
1

N
D
3

N
D
5

N
D
7

N
D
9
 

N
D
1
1

N
D
1
3

N
D
1
5

N
D
1
7

N
D
1
9

N
D
2
1

N
D
2
3

未
使

用
未

使
用

未
使

用
未

使
用

未
使

用

4
K

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K

1

4
K

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K

3

未
使

用
未

使
用

未
使

用

4
K

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K

5

4
K

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K

7

4
K

※
1

A
-
P
A
B

試
験

放
送

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K

8

4
K

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K

2

4
K

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K

4

4
K

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K

6

未
割

当
未

割
当

※
1
 A

-
P
A
B
試

験
放

送
は

2
0
1
7
年

4
月

1
日

か
ら

実
用

放
送

開
始

ま
で

放
送

ス
カ

チ
ャ

ン
4
K
 1

～
8
は

、
2
0
1
8
年

1
2
月

1
日

か
ら

放
送

開
始

予
定


1
3
ト
ラ

ポ
ン

搭
載

の
衛

星
を

運
用

中
だ

が
、

実
用

放
送

開
始

時
点

で
は

5
ト
ラ

ポ
ン

4
8
0
ス

ロ
ッ

ト
の

利
用

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。


1
0
ト
ラ

ポ
ン

1
0
8
0
ス

ロ
ッ

ト
が

放
送

用
と

し
て

利
用

可
能

で
あ

り
、

周
波

数
の

効
率

的
な

利
用

の
観

点
か

ら
、

1
1
0
度

C
S
左

旋
の

一
層

の
活

用
を

期
待

す
る

。

6
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２
０

１
８

年
３

月
５

日

株
式

会
社

Ｂ
Ｓ

日
本

Ｂ
Ｓ

デ
ジ

タ
ル

衛
星

放
送

の
状

況
と

Ｂ
Ｓ

日
テ

レ
の

事
業

に
つ

い
て

資
料
２
－
２

68
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B
S
デ

ジ
タ

ル
衛

星
放

送
の

歴
史

( 
1
9
87

年
7
月

B
S
ア

ナ
ロ

グ
放

送
開

始
N

H
K
-
B

S
1
 ）

( 
1
9
91

年
4
月

B
S
ア

ナ
ロ

グ
放

送
開

始
W

O
W

O
W

  
）


2
0
0
0
年

1
2
月

B
S
デ

ジ
タ

ル
放

送
開

始

N
H

K
、

B
S
日

テ
レ

、
B

S
朝

日
、

B
S
-
i（

現
B

S
-
T
B

S
）
、

B
S
ジ

ャ
パ

ン
、

B
S
フ

ジ
、

W
O

W
O

W
、

ス
タ

ー
チ

ャ
ン

ネ
ル


2
0
0
7
年

1
2
月

B
S
デ

ジ
タ

ル
放

送
開

始
B

S
1
1
、

T
w

e
llV


2
0
1
1
年

1
0
月

新
B

S
デ

ジ
タ

ル
放

送
開

始
第

1
期

1
2
番

組


2
0
1
2
年

3
月

新
B

S
デ

ジ
タ

ル
放

送
開

始
第

2
期

7
番

組


2
0
1
8
年

1
2
月

B
S
4
K
8K

放
送

開
始

（予
定

）

［右
旋

］
（
4
K
）

N
H

K
、

B
S
朝

日
、

B
S
-
T
B

S
、

B
S
ジ

ャ
パ

ン
、

B
S
フ

ジ

［左
旋

］
（
8
K
）

N
H

K
、

（
4
K
）

S
C

サ
テ

ラ
イ

ト
放

送
、

Q
V

C
サ

テ
ラ

イ
ト

、
東

北
新

社


2
0
1
9
年

1
2
月

B
S
4K

8K
放

送
開

始
（予

定
）

［右
旋

］
（
4
K
）
B

S
日

テ
レ


2
0
2
0
年

1
2
月

B
S
4
K
8K

放
送

開
始

（予
定

）
［左

旋
］
（
4
K
）
W

O
W

O
W
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B
S
デ

ジ
タ

ル
放

送
視

聴
可

能
世

帯
の

推
移
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B
S
デ

ジ
タ

ル
衛

星
放

送
の

特
徴


全

国
放

送
一

つ
の

送
信

点
か

ら
一

波
で

全
国

を
カ

バ
ー


高

精
細

度
放

送
高

画
質

・高
音

質
の

迫
力

あ
る

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

映
像

が
楽

し
め

る


マ

ル
チ

チ
ャ

ン
ネ

ル
放

送
同

じ
時

間
帯

で
異

な
る

内
容

の
放

送
が

で
き

る


デ

ー
タ

放
送

ニ
ュ

ー
ス

や
天

気
、

他
の

情
報

等
が

必
要

な
時

に
タ

イ
ム

リ
ー

に

引
き

出
せ

る
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B
S
日

テ
レ

事
業

概
要

株
式

会
社

Ｂ
Ｓ

日
本

（
通

称
：Ｂ

Ｓ
日

テ
レ

）

報
道

・
教

育
・
教

養
・娯

楽
・
そ

の
他

の
番

組
を

放
送

す
る

総
合

編
成

チ
ャ

ン
ネ

ル

B
S
デ

ジ
タ

ル
放

送
「
4
」チ

ャ
ン

ネ
ル

の
放

送
局

で
す

。

高
画

質
、

高
音

質
の

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

番
組

を
お

楽
し

み
頂

け
ま

す
。


2
0
0
0
年

12
月

B
S
デ

ジ
タ

ル
放

送
開

始
（
22

.5
ス

ロ
ッ

ト
）

テ
レ

ビ
放

送
（デ

ー
タ

放
送

あ
り

）
、

ラ
ジ

オ
放

送


2
0
0
5
年

10
月

B
S
デ

ジ
タ

ル
放

送
帯

域
増

加
（
2
4ス

ロ
ッ

ト
）

ラ
ジ

オ
放

送
返

上
、

テ
レ

ビ
放

送
（デ

ー
タ

放
送

あ
り

）
の

み
へ


2
0
1
4
年

3
月

放
送

設
備

（マ
ス

タ
ー

）更
新

、
B

S
デ

ジ
タ

ル
放

送
で

マ
ル

チ
放

送
開

始


2
0
1
8
年

1
月

B
S
デ

ジ
タ

ル
放

送
帯

域
削

減
（
1
6
ス

ロ
ッ

ト
）


2
0
1
9
年

12
月

B
S
4K

放
送

開
始

（予
定

）
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高
精

細
度

放
送


ス

ポ
ー

ツ
番

組

～
動

き
の

速
い

シ
ー

ン
や

観
客

の
大

勢
入

っ
た

シ
ー

ン
等

で
も

細
部

ま
で

き
れ

い
に

見
え

る
映

像

～
5.

1
サ

ラ
ウ

ン
ド

で
臨

場
感

の
あ

る
音

声

「プ
ロ

野
球

中
継

」
「
C

W
C

サ
ッ

カ
ー

中
継

」
「ゴ

ル
フ

中
継

」等


紀

行
・美

術
番

組

～
風

景
や

美
術

作
品

、
な

ど
を

細
か

い
と

こ
ろ

ま
で

描
写

す
る

映
像

「幻
想

美
術

館
」

「ぶ
ら

ぶ
ら

美
術

博
物

館
」「

世
界

水
紀

行
」

「小
さ

な
村

の
物

語
イ

タ
リ

ア
」

「ト
ラ

ベ
リ

ッ
ク

ス
」等


音

楽
番

組

～
動

き
や

時
間

変
化

の
あ

る
照

明
を

き
れ

い
に

表
現

す
る

映
像

「地
球

劇
場

～
1
0
0年

後
の

君
に

聴
か

せ
た

い
歌

～
」
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※
※

 １
４

１
c
h

 
 １

４
１

c
h

※
※

 １
４

１
c
h

 
 １

４
２

c
h

 １
４

１
c
h

 １
４

２
c
h

１
）
延

長
番

組
対

応
マ

ル
チ

放
送

１
４

１
c
h

１
４

２
c
h

１
４

１
c
h

１
４

２
c
h

1
8
:0

0

2
1
:0

0

2
2
:0

0
４

ス
ロ

ッ
ト

２
）
レ

ギ
ュ

ラ
ー

番
組

マ
ル

チ
放

送
１

４
１

c
h

１
４

２
c
h

１
４

１
c
h

１
４

２
c
h

1
8
:0

0
 

1
9
:0

0
４

ス
ロ

ッ
ト

８
ス

ロ
ッ

ト

S
D

（
４

ス
ロ

ッ
ト

）

  
  

  
＜

帯
域

削
減

後
＞

  
2
0
1
8
年

1
月

～

ス
ポ

ー
ツ

中
継

２
４

ス
ロ

ッ
ト

（
H

D
）

レ
ギ

ュ
ラ

ー
番

組
１

６
ス

ロ
ッ

ト
（
H

D
）

レ
ギ

ュ
ラ

ー
番

組
（
S

D
）

  
  

  
＜

帯
域

削
減

前
＞

  
～

2
0
1
8
年

1
月

レ
ギ

ュ
ラ

ー
番

組
１

６
ス

ロ
ッ

ト
（
H

D
）

S
D

（
８

ス
ロ

ッ
ト

）

ス
ポ

ー
ツ

中
継

延
長

（
S

D
）

H
D

（
２

４
ス

ロ
ッ

ト
）

H
D

（
１

６
ス

ロ
ッ

ト
）

H
D

（
１

２
ス

ロ
ッ

ト
）

H
D

（
１

６
ス

ロ
ッ

ト
）

レ
ギ

ュ
ラ

ー
番

組
１

２
ス

ロ
ッ

ト
（
H

D
）

ス
ポ

ー
ツ

中
継

延
長

（
S

D
）

通
常

放
送

時

マ
ル

チ
放

送
時

通
常

放
送

時

マ
ル

チ
放

送
時

レ
ギ

ュ
ラ

ー
番

組
（
S

D
）

８
ス

ロ
ッ

ト

レ
ギ

ュ
ラ

ー
番

組
１

２
ス

ロ
ッ

ト
（
H

D
）

ス
ポ

ー
ツ

中
継

１
６

ス
ロ

ッ
ト

（
H

D
）

マ
ル

チ
放

送
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デ
ー

タ
放

送


番

組
非

連
動

デ
ー

タ
放

送

「天
気

」
「ニ

ュ
ー

ス
」
「オ

ス
ス

メ
番

組
」
「番

組
D

V
D

＆
グ

ッ
ズ

」
等

の

情
報

を
常

時
提

供


番

組
連

動
デ

ー
タ

放
送

一
部

の
番

組
で

、
放

送
し

て
い

る
番

組
を

よ
り

充
実

さ
せ

た
り

サ
ポ

ー
ト

し
た

り
す

る
た

め
の

情
報

を
放

送
に

あ
わ

せ
て

提
供

「ト
ラ

ベ
リ

ッ
ク

ス
」「

頭
脳

バ
ト

ル
」

ク
イ

ズ
…

双
方

向
ク

イ
ズ

「プ
ロ

野
球

巨
人

戦
中

継
」

G
-
P

o
…

ポ
イ

ン
ト

プ
レ

ゼ
ン

ト

「か
ら

だ
W

E
E
K
」

C
M

連
動

デ
ー

タ
放

送
…

商
品

紹
介

情
報

へ
誘

引
等
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今
後

、


B

S
デ

ジ
タ

ル
放

送
（高

精
細

度
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
放

送
）に

て

引
き

続
き

、

・
高

画
質

・高
音

質
の

番
組

を
展

開

・
マ

ル
チ

放
送

に
て

視
聴

者
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

複
数

番
組

を
同

時
放

送

・
デ

ー
タ

放
送

に
て

付
加

価
値

の
高

い
番

組
を

提
供

※
マ

ル
チ

放
送

時
、

映
像

・音
声

と
デ

ー
タ

放
送

の
運

用
で

は
、

１
２

ス
ロ

ッ
ト

H
D

・４
ス

ロ
ッ

ト
S
D

が
限

界


B

S
４

Ｋ
放

送
（超

高
精

細
度

４
Ｋ

放
送

）に
て

４
Ｋ

の
魅

力
を

活
か

し
た

番
組

へ
の

チ
ャ

レ
ン

ジ

76



B
S

日
テ

レ
B

S
朝

日
B

S
-
T

B
S

B
S

ジ
ャ

パ
ン

B
S

フ
ジ

マ
ル

チ
放

送
  

 （
H

D
×

１
と

S
D

×
１

）

実
施

中
（
2
0
1
4
年

～
）

実
施

を
検

討
中

実
施

を
検

討
中

実
施

中
（
2
0
1
7
年

～
）

実
施

を
検

討
中

デ
ー

タ
放

送
実

施
中

実
施

中
実

施
中

実
施

中
実

施
中

マ
ル

チ
放

送
、

デ
ー

タ
放

送
民

放
５

局
実

施
状

況
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放
送
を
巡
る
諸
課
題
に
関
す
る
検
討
会

放
送
サ

ー
ビ
ス
の
未

来
像

を
見
据

え
た
周

波
数

有
効
活

用
に
関
す
る
検
討
分
科
会

衛
星
放
送
の
未
来
像
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
第

2
回
）

ヒ
ア
リ
ン
グ
ご
説

明
資
料

平
成
３
０
年
３
月
５
日

日
本
放
送
協
会

資
料
２
－
３
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛

星
放

送
の
経

緯
等

１
９
８
４
年

試
験

放
送

開
始

（
Ｂ
Ｓ
１

)
１
９
８
６
年

試
験
放

送
開

始
（
Ｂ
Ｓ
２
）

１
９
８
９
年

Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
本
放

送
開

始
（
Ｂ
Ｓ
１
、
Ｂ
Ｓ
２
）

１
９
９
１
年

試
験
放

送
開

始
（
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
）

２
０
０
０
年

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送

開
始

（
Ｂ
Ｓ
１
、
Ｂ
Ｓ
２
、
Ｂ
Ｓ
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
）

２
０
０
５
年

Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
は
デ
ジ
タ
ル

の
サ

イ
マ
ル

放
送
と
位

置
付

け
２
０
１
１
年

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送

３
波

を
２
波
化

（Ｂ
Ｓ
１
、
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
）

Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送

終
了

２
０
１
６
年

４
Ｋ
・
８
Ｋ
試

験
放

送
開

始
（８

月
～

）
２
０
１
８
年
１
～
５
月

帯
域

再
編

（
予

定
）

７
月

４
Ｋ
・
８
Ｋ
試

験
放

送
終

了
（予

定
）

１
２
月

４
Ｋ
・
８
Ｋ
本

放
送

開
始
（
予
定

）

2

〇
衛

星
契
約
数

２
０
８
１
万
件

／
契
約

総
数

４
０
９
４
万

件
（
２
０
１
８
年

１
月
末
）
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衛 星 放 送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛

星
放

送
の
概
要

Ｂ
Ｓ
１

総
務
省
「
基
幹
放
送

普
及

計
画

」
（
平

成
2
2
年

～
）

衛
星
基
幹
放

送
の

広
域

性
、
経

済
性
、
大
容
量

性
及
び
高

品
質
性
を
生

か
し
た
情

報
の

提
供

を
行

う
総
合

放
送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
平
成
３
０
年
度

国
内

放
送

番
組

編
集

の
基

本
計

画
」

“
ラ
イ
ブ
感

あ
ふ

れ
る
情

報
チ
ャ
ン
ネ
ル

”
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
、

国
際
・
経
済
な
ど
の

各
分

野
の

番
組
を
編
成

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

総
務
省
「
基
幹
放
送
普
及
計

画
」
（
平

成
2
2
年

～
）

外
部
の
事
業
者
の

企
画

・
制

作
能

力
を
放

送
番

組
に
活

用
し
、

過
去
の
優
れ
た
文

化
の

保
存

並
び
に
新

た
な
文

化
の

育
成

及
び
普
及
を
促
進

す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
総

合
放

送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
平
成
３
０
年
度
国

内
放

送
番

組
編

集
の

基
本

計
画

」

“
本
物
志
向
の
爽

快
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル

”
を
目

指
し
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
多

彩
な
番

組
を
編

成

〇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

衛
星

放
送

の
位

置
づ
け

3

②
帯

域
の

有
効

活
用

＝
マ
ル

チ
編

成
Ｂ
Ｓ
１
は
、
９
８
５
時

間
５
５
分

（
１
１
．
３
％

）
の

マ
ル

チ
編

成
（
年
間
総
放
送
時
間

８
７
５
６
時

間
５
１
分

）
を
実

施
。

③
外

部
事

業
者

の
企

画
・
制

作
力

の
活

用
総
務
省
「
基
幹
放
送
普
及
計
画

」

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
は

、
外

部
制

作
事

業
者

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
団

体
除

く
）
に
制

作
を
委

託
し
た
放

送
番

組
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

関
連

団
体

を
介

し
て

制
作

を
委
託
し
た
も
の

を
含

む
）
及

び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
外
部
制

作
事
業

者
が
共

同
で
制
作

し
た
放

送
番

組
の

放
送

時
間

が
占

め
る
割

合

が
１
６
％
以
上
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

→
２
８
年

度
実

績
１
７
．
５
％

２
７
年

度
１
７
．
３
％

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
は

、
企

画
競

争
等

に
付

し
て
他

に
制
作

を
委
託
し
た
放
送
番

組
及
び
そ
れ

以
外

の
外

部
制

作
事

業
者

が
制

作
に

参
加

し
た
放
送

番
組

の
放

送
時

間
が

占
め
る
割
合
が

５
０
％
以

上
と
な
る
よ
う
努

め
る
。

→
２
８
年

度
実

績
４
１
．
７
％

２
７
年

度
４
０
．
０
％

①
命

と
暮

ら
し
を
守

る
報

道
＝

首
都

直
下

地
震

等
で
の

放
送

セ
ン
タ
ー
機

能
停

止
時

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

等

渋
谷

の
放
送
セ
ン
タ
ー
が

機
能

停
止

し
て
も
放
送

を
継
続

で
き
る
取

り
組
み

。
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命
と
暮

ら
し
を
守

る
報

道
①

放
送

セ
ン
タ
ー

大
阪

局

放
送

衛
星

（B
S
）

福
岡

局

B
S
波

B
S
波

素
材
回
線
で
ニ
ュ
ー
ス
・番

組
伝
送

全
国

放
送

局

総
合

テ
レ
ビ
、

E
テ
レ

R
1
、

R
2
、

F
M

大
阪

局
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
不

可
の

時
福

岡
局

か
ら

B
S
放

送

B
S
波

放
送

機
能

停
止

放
送
セ
ン
タ
ー
機
能
停
止
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ラ
ジ
オ
送

信
所

テ
レ
ビ
送

信
所

4

首
都
直
下
地
震
・大

停
電
等
に
よ
る
放
送
セ
ン
タ
ー
（東

京
・渋

谷
）機

能
停
止
に
備
え
た
設
備
強
化


Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
局
か
ら

B
S
波
を
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
し
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
全
国
放
送
を
継
続


各
放
送
局
は
こ
れ
を
受
信
し
、
地
上
波
テ
レ
ビ
（総

合
テ
レ
ビ
、
Eテ

レ
）、
ラ
ジ
オ
（R

1、
R
2、

FM
）で

放
送


Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪

局
が
降
雨
等
に
よ
り
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
不
可
の
時
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福

岡
局
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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ア
ッ
プ
リ
ン
ク
局

主
局
：
渋
谷
（
東
京
）

副
局
：
菖
蒲
（
埼
玉
）

非
常
局
：
君
津
（
千
葉
）

5

降
雨
減
衰
へ
の
対
応

ダ
ウ
ン
リ
ン
ク
対

策
：

階
層

変
調

方
式


Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
通
常
方
式
に
加
え
、

降
雨
減
衰
に
強
い
変
調
方
式
で

低
画
質
映
像
（
１
ス
ロ
ッ
ト
）
を
放
送

（
各
家
庭
の
受
信
機
に
て

自
動
で
判
定
し
て
受
信
）


平
成
２
９
年
度
実
績

（
３
０
年

１
月

末
ま
で
）

１
０
件

約
２
８
７
時
間
２
７
分

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送

で
使
用

す
る
周

波
数

帯
で
は

、
激

し
い
降

雨
等
に
よ
り
減
衰
す
る
た
め
、

放
送

が
中

断
し
な
い
よ
う
、
以
下

の
よ
う
な
対
策
を
実
施

ア
ッ
プ
リ
ン
ク
対

策
：

ス
ペ
ー
ス
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
運

用
※


降
雨
の
状
況
に
よ
り

ア
ッ
プ
リ
ン
ク
局

（
主
局
／
副
局
／
非
常
局
）

を
切
り
替
え
て
放
送
確
保

※
B

-
S
A

T
社
に
て
運
用
を
実
施

命
と
暮

ら
し
を
守

る
報

道
②

放
送

衛
星

（B
S
）

ア
ッ
プ

リ
ン
ク

ダ
ウ
ン

リ
ン
ク
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周
波

数
有

効
活

用
の

取
り

組
み

①
6

Ｂ
Ｓ
で
の
マ
ル
チ
編
成


デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
２
番
組
（
メ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
／
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
同
時
に
放
送
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
マ
ル
チ
編
成
と
呼
ん
で
い
る
。


例

え
ば
ス
ポ
ー
ツ
中
継
が
延
長
と
な
り
、
予
定
し
て
い
た
放
送
時
間
内
に
終
了
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
メ
イ
ン
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
次
の
番

組
を
放
送
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
同
時
に
放
送
し
て
い
る
。

（
臨
時
マ
ル
チ
編
成
）


ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
複
数
種
目
や
プ
ロ
野
球
の
複
数
の
試
合
を
同
時

に
メ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
送
し
て
い
る
。
（
定
時
マ
ル
チ
編
成
）


Ｂ
Ｓ
１
は
、
年
間
放
送
時
間
８
７
５
６
時
間
５
１
分
の
う
ち
、
９
８
５
時

間
５
５
分

（
１
１
．
３
％

）
の

マ
ル

チ
編

成
を
実
施
。

（
２
８
年

度
実

績
。
総
合
テ
レ
ビ
は
年
間
約

６
５
時

間
、
Ｅ
テ
レ
は

約
２
１
２
時

間
）

ワ
ー
ル
ド

ニ
ュ
ー
ス

ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
中
継

（
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）

図
２

：
定
時
マ
ル
チ
編
成
の
電
子
番
組
表
（
イ
メ
ー
ジ
）

図
１
：
臨
時

マ
ル
チ

編
成
（
イ

メ
ー

ジ
）
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Ｂ
Ｓ
右
旋
の
帯
域
再
編
の
概
念
図

7

（
平
成
２
９
年
１
月
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
よ
び
民
放

各
社
が

総
務
省

よ
り
４
Ｋ
・
８
Ｋ
実

用
放

送
業

務
の

認
定

を
受

け
る

・
民
放

５
社
が
ス
ロ
ッ
ト
削

減
を
決

定
（
特
定

申
請
）
。

・
N

H
K
は
、
４
Ｋ
放

送
普

及
の

た
め
総

務
省
の
要

請
に
応
じ
て
ス
ロ
ッ
ト
を
削
減
す
る
こ
と
を
決

定
。

（
平
成
２
９
年
２
月
）
放

送
サ
ー
ビ
ス
高
度
化
推

進
協
会
（
Ａ

-
Ｐ
Ａ
Ｂ
）
に
関
係

者
か

ら
な
る
作

業
部

会
を
設

置

・
再
編

手
順
、
周

知
・
広

報
、
視

聴
者

対
応
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
）
、
受

信
機
調

査
等

を
約

1
年

間
か

け
て
検

討
・
準

備
。

（
平
成
３
０
年
１
月
～
５
月

）
帯
域
削
減
お
よ
び
再
編
の
実
施
（
放
送
休

止
を
伴

う
）


現
在
の
Ｂ
Ｓ
放

送
を
行

っ
て
い
る
「
Ｂ
Ｓ
右

旋
」
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民

放
５
社

が
４
Ｋ
放

送
を
実

施
す
る
た
め
、
各

社
が

現
行
Ｂ
Ｓ
放

送
の
帯
域
を
放

送
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影

響
の
な
い
範

囲
で
削

減
し
、
４
Ｋ
放

送
を
実

施
す
る
た

め
の
帯
域
を
作

り
出
す
「
帯

域
再
編
（
幅
寄
せ
）
」
を
実
施
し
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ

1
（
帯
域
削
減
）
⇒
フ
ェ
ー
ズ

2
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
移
動
）

1ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
（
48

ス
ロ
ッ
ト
）
を
空
け
る
た
め
に
、
帯
域
削

減
お
よ
び
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
ト
ラ
ポ
ン
）
間

の
移

動
を
実

施
。

周
波

数
有

効
活

用
の

取
り

組
み

②

削 減

削 減

削 減
削 減

削 減
削 減

削 減

既
存
の
Ｂ
Ｓ
放
送
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
組
み
替
え
て
集
約

４
Ｋ
・
８
Ｋ
試

験
放

送

削
減
し
た
帯
域
を
集
め
て

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
確
保

試
験
放
送
終
了
後

実
用
放
送
に
使
用

Ｂ
Ｓ
１

Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム

Ｎ
Ｈ
Ｋ

民
放
（
５
社
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放

５
社

が
４
Ｋ
放
送

可
能
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h
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BS
21

ch
BS

23
ch

BS
-T
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BS
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チ
ャ
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1
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BS
ス
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パ
ー
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FO
Xス

ポ
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&
エ
ン
タ
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テ
イ
メ

ン
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放
送
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学
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BS
フ
ジ

(2
4)

BS
日
テ
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(2
4)

N
HK

BS
プ
レ
ミ
ア
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(2
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AP
AB
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空

(1
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4K
・

8K
試
験
放
送

J S
PO

RT
S
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J S
PO
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S
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グ
リ
ー
ン
チ
ャ

ン
ネ
ル
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J S
PO
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S

3 (1
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J S
PO
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S

4 (1
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シ
ネ
フ
ィ
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W
O

W
O

W
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Dl
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日
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映
画
専

門
チ
ャ
ン
ネ
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6) BS

釣
り
ビ
ジ
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N
HK BS

1
(2

3)

BS
-T

BS
(2

4→
16

)

BS
朝
日

(2
4→

16
)

W
O

W
O

W
プ
ラ
イ
ム

(2
4)

W
O

W
O

W
シ
ネ
マ

(2
4)

W
O

W
O

W
ラ
イ
ブ

(2
4)

Tw
el

lV
(1

5)

BS
11

(1
8)

ス
タ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル

1
(1

5)
BS
フ
ジ

(2
4→

16
)

BS
日
テ
レ

(2
4→

16
)

AP
AB

 (2
)

～
H3

0.
1：

再
編
前

帯
域
削

減
完
了
時

（
現

在
）

チ
ャ
ン
ネ
ル
移
動
完

了
時

（
Ｈ

30
.6
）

BS
-T

BS
(2

4→
16

)

BS
朝
日

(2
4→

16
)

W
O

W
O

W
プ
ラ
イ
ム

(2
4)

W
O

W
O

W
シ
ネ
マ

(2
4)

W
O

W
O

W
ラ
イ
ブ

(2
4)

Tw
el

lV
(1

5)

BS
11

(1
8)

ス
タ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル

1
(1

5)
BS
フ
ジ

(2
4→

16
)

BS
日
テ
レ

(2
4→

16
)

AP
AB

 (2
)

BS
Ja

pa
n

(2
4→

16
)

4K
BS
日
テ
レ

4K
BS
ジ
ャ
パ
ン

4K
BS
朝
日

BS
ア
ニ
マ
ッ
ク
ス

(1
6)

ス
タ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル

3
(1

3)
ス
タ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル

2
(1

3)

4K
BS
フ
ジ

4K
BS

-T
BS

4K N
HK

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
チ
ャ
ン

ネ
ル

(6
)

BS
Ja

pa
n*

(2
4→

16
)

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
チ
ャ

ン
ネ
ル

(6
)

BS
ア
ニ
マ
ッ
ク
ス

(1
6)

ス
タ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル

3
(1

3)
ス
タ
ー

チ
ャ
ン
ネ
ル

2
(1

3)

4K
・

8K
試
験
放
送

空
き

(1
6)

空
き

(8
)

空
き

(8
)

空
き

(1
6)

Ｂ
Ｓ
帯
域
再
編
の
移
行
手
順

BS
ス
カ
パ
ー
！

(1
6)

FO
Xス

ポ
ー
ツ

&
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト

(1
6)

放
送
大
学

(1
6)BS

ス
カ
パ
ー
！

(1
6)

FO
Xス

ポ
ー
ツ

&
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト

(1
6)

放
送
大
学

(1
6)

J S
PO

RT
S

2 (1
6)

J S
PO

RT
S

1 (1
6)

グ
リ
ー
ン
チ
ャ

ン
ネ
ル

(1
6)

J S
PO

RT
S

3 (1
6)

J S
PO

RT
S

4 (1
6)

シ
ネ
フ
ィ
ル

W
O

W
O

W
(1

6)

Dl
ife

(1
6)

BS
日
本
映
画
専

門
チ
ャ
ン
ネ
ル

(1
6) BS

釣
り
ビ
ジ
ョ
ン

(1
6)

J S
PO

RT
S

2 (1
6)

J S
PO

RT
S

1 (1
6)

グ
リ
ー
ン
チ
ャ

ン
ネ
ル

(1
6)

J S
PO

RT
S

3 (1
6)

J S
PO

RT
S

4 (1
6)

シ
ネ
フ
ィ
ル

W
O

W
O

W
(1

6)

Dl
ife

(1
6)

BS
日
本
映
画
専

門
チ
ャ
ン
ネ
ル

(1
6) BS

釣
り
ビ
ジ
ョ
ン

(1
6)

*B
S

Ja
pa

nは
現
在

24
ス
ロ
ッ
ト

4/
16

予
定
の

BS
3c

h⇒
BS

1c
h

移
動
に
合
わ
せ
て

16
ス
ロ
ッ
ト
化

N
HK

BS
プ
レ
ミ
ア
ム

(2
1.

5
→

18
)

N
HK

BS
プ
レ
ミ
ア
ム

(2
1.

5
→

18
)

N
HK BS

1
(2

3
→

20
)

N
HK BS

1
(2

3
→

20
)

周
波

数
有

効
活

用
の

取
り

組
み

③

削
減
・
移
動

移
動
の
み

4K
放
送

出
典

：
一

般
社

団
法

人
放

送
サ

ー
ビ
ス
高

度
化

推
進

協
会

（
A

-
P

A
B
）
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
資

料
に
加

筆
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9
帯
域
削
減
と
サ
ー
ビ
ス
維
持

＊
Ｂ
Ｓ
１
で
は

、
地

デ
ジ
と
同

じ
解

像
度
に
す
る
こ
と
で
、
動
き
の

速
い
映
像
や
マ
ル
チ
編
成
に
対
応

＊
デ
ー
タ
放
送
の
帯

域
を
削

減
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
部
削
減
・
整
理
を
実
施

＊
「
画
質
」
へ
の

影
響
を
可

能
な
限

り
抑

え
る
た
め
、
新
た
な
符

号
化
方
式

（
＊

）
を
採
用


帯
域
削
減
に
よ
る
視

聴
者

へ
の

影
響

を
可

能
な
限

り
抑
え
る
た
め
、
約
１
年
間
か
け
て
検
討

周
波

数
有

効
活

用
の

取
り

組
み

④

＊
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
は
、
従

来
の
解

像
度
を
維

持
し
つ
つ
、
帯

域
を
削
減

＊
「
画
質
」
へ
の

影
響
を
可

能
な
限

り
抑

え
る
た
め
、
新
た
な
符

号
化
方
式

（
＊

）
を
採
用

（
＊

）
：フ

レ
ー
ム
／
フ
ィ
ー
ル
ド
構
造
適
応
符
号
化
方
式
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10
技

術
概

要
と

視
聴

者
意

見
等

フ
レ
ー
ム
／

フ
ィ
ー
ル

ド
構
造
適
応
符
号
化
方
式
の

概
要

平
成

３
０
年

１
月

の
帯

域
削
減
時
に
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
・
問
い
合
わ
せ

フ
レ
ー
ム
／

フ
ィ
ー
ル
ド
構
造
適
応
符
号
化
方
式
の
概
要

図
2
符
号
量
配
分
の
比
較

(2
)
従
来
は
動
き
の
精
度
の
み
に
基
づ
い
て
選
択
し
て

い
た
符
号
化
処
理
方
式
を
、
動
き
の
精
度
を
確
保
し

つ
つ
、
動
き
情
報
の
符
号
量
が
よ
り
小
さ
く
な
る
よ
う

選
択

図
1
フ
レ
ー
ム
／
フ
ィ
ー
ル
ド
符
号
化

(1
)
従
来
は
固
定
と
し
て
い
た
符
号
化
の

画
面
単
位
を
、

画
像
の
動
き
に
応
じ
て
フ
レ
ー
ム
単
位

（１
／
３
０
秒
）

ま
た
は
フ
ィ
ー
ル
ド
単
位
（１

／
６
０
秒
）の

い
ず
れ
か

か
ら
選
択

周
波

数
有

効
活

用
の

取
り

組
み

⑤

B
S
デ
ジ
タ
ル

放
送

で
採

用
し
て
い
る

M
P

E
G

-
2
ビ
デ
オ
符

号
化

方
式

に
お
い
て
、
以
下
の
処
理
を
加
え
る
符
号
化
方
式


動
き
の

速
い
映
像
に
つ
い
て
は
短
い
フ
ィ
ー
ル
ド
（
１
／
６
０
秒
）

単
位
で
符
号
化


動
き
の

少
な
い
映
像
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
の
フ
レ
ー
ム

（
１
／
３
０
秒
）
単
位
で
符
号
化


符
号
化
の
単
位
を
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
従
来
の
画
質
改
善
を

図
り
つ
つ
動
き
の
速
い
映
像
に
も
対
応


動
き
の

速
い
映
像
に
お
い
て
、
動
き
の
精
度
を
確
保
し
つ
つ
、

画
素
情
報
を
確
保
し
て
画
質
改
善


１
月
１
４
日
の
改
修
作
業
後
、
Ｂ
Ｓ
放
送
の
デ
ー
タ
量
が
減
少
し
画
質
が
落
ち
て
い
ま
す
が
な
ぜ
で
す
か

。


先
日
実
施
さ
れ
た
Ｂ
Ｓ
１
の
周
波
数
帯
域
を
狭
め
る
施
策
で
、
画
質
低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

４
Ｋ
・
８
Ｋ
の
放
送
帯
域
確
保
の
為
に
既
存
放
送
の
周
波
数
帯
域
変

更
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

B
S
放
送
特
有
の
高
画
質
放
送
は
是
非
と
も
維
持
し
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。


今
年
の

1
月

1
5
日
か
ら
放
送
解
像
度
が
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
の
は
何
か
理
由
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

家
の

T
V
だ
と

ち
ょ
っ
と
画
面
が
ぼ
や
け
る
の
で
。


昨
年

7
月
に
録
画
し
た
映
画
と
、
今
年

1
月
に
同
じ
機

器
で
録
画
し
た
同
じ
映
画
を
比
べ
る
と
、
容
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
画
質
が
悪
く
な
っ
て
ま
せ
ん
か
？

ト
ッ
プ

ボ
ト
ム

フ
レ
ー
ム
ピ
ク
チ
ャ
構
造

符
号
化

ト
ッ
プ

ボ
ト
ム

ト
ッ
プ

ボ
ト
ム

ト
ッ
プ

ボ
ト
ム

ト
ッ
プ

ボ
ト
ム

ト
ッ
プ

ト
ッ
プ

ボ
ト
ム

ト
ッ
プ

ボ
ト
ム

符
号
化

フ
ィ
ー
ル
ド
ピ
ク
チ
ャ
構

造

ボ
ト
ム
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新
た
な
衛

星
放

送
の
魅

力
４
Ｋ
・
８
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
４
Ｋ
（
Ｂ
Ｓ
右

旋
）

“
ス
ー
パ

ー
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
入
り
口

”と
位
置
づ
け
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン

ル
の

番
組

を
編

成

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
８
Ｋ
（
Ｂ
Ｓ
左

旋
）

８
Ｋ
な
ら
で
は

の
圧
倒
的
な
映
像
・音

響
に
よ
る
“未

知
の
映
像
体
験

”
を
提

供

11

K
設

備
の

更
新

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
基
本
に
４

K
化

整
備

を
進

め
整

備

放
送
は
、
毎

日
1
0
時

～
2
2
時

1
0
分

。
ピ
ュ
ア
８
Ｋ
率

6
0
％

。


世

界
一

の
画

質
と
音

響
を
堪

能
で
き
る
、
最

高
品

質
の

チ
ャ
ン
ネ
ル

・
圧

倒
的

イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
８
Ｋ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
新
作
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、

日
曜

ゴ
ー
ル

デ
ン
タ
イ
ム
に
集
中
編
成

・
ス
タ
ジ
ア
ム
の

興
奮
を
体
感
す
る
大
型
ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
随
時
編
成

・
２
０
２
０
東

京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に

1日
８
時
間
の
生
放
送

を
可

能
と
す
る
制
作
設
備
を
整
備

2K
ﾊ
ｲ
ﾋ
ﾞｼ
ﾞｮ
ﾝ

（
20

0万
画

素
）

4K
ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ﾊ
ｲ
ﾋ
ﾞｼ
ﾞｮ
ﾝ

（
80

0万
画

素
）

8K
ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ﾊ
ｲ
ﾋ
ﾞｼ
ﾞｮ
ﾝ

（
33

00
万

画
素

）

１
６
倍


Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
現
在

の
衛

星
放

送
２
波

（
Ｂ
Ｓ
１
、
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
）
に
加
え
て
、
今
年

の
１
２
月

１
日

か
ら
４
Ｋ
・
８
Ｋ
の

本
放

送
を
ス
タ
ー
ト
。

放
送

は
、
毎
日

6
時

～
2
4
時

。
ピ
ュ
ア
４
Ｋ
率

90
％

。 ４
倍
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平
成

3
0
年

度
以
降
の
４
Ｋ
・
８
Ｋ
チ
ャ
ン
ネ
ル

編
成

イ
メ
ー
ジ
（
案

）
12

前
前 ６

1
1

0

９

８

1
0

1
1

５

７ ８

月
火

水
木

金
土

日

（
　

放
　

送
　

休
　

止
　

）
５

７

後 0 1
1 2

2

９ 後６ 1
0

時
刻

曜
曜

日
時

刻

（ 音 楽 ・ 伝 統 芸 能 ・ エ ン タ ー の

特 集 番 組 ）

（ 文 化 ・ 教 養 ・ 教 育 の 特 集 番 組 ）

（ 自 然 ・ 科 学 ・ 宇 宙 の 特 集 番 組 ）

エ
ン
タ
ー

サ
イ
エ
ン
ス

カ
ル
チ
ャ
ー

平
日

は
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
ト
・
チ
ャ
ン
ネ
ル

・
曜
日
ご
と
に
見
や
す
く
ジ
ャ
ン
ル

編
成

・
お
気
に
入
り
の
番
組
が
超
高
精

細
で
鮮

明
に
生

ま
れ

変
わ

る
！

・
で
き
る
限
り
、
２
Ｋ
よ
り
早
く
４
Ｋ
で
先

行
放

送

日 曜 は 特 集 大 河 ド ラ マ や 特 集 番 組 を 中 心 に 編 成

“ 土 曜 は ４ Ｋ ” ４ Ｋ オ リ ジ ナ ル 番 組 な ど を 編 成

（ 紀 行 ・ 地 域 ・ 暮 ら し の 特 集 番 組 ）

ラ
イ
フ

（ ド ラ マ の 特 集 番 組 ）

ド
ラ
マ

前９７5 ６

７ ８ ９ ０
０

１
１

１
０

１
１

　
（

　
放

　
送

　
休

　
止

　
）

１
０

８

3 4 5

3 4

６

夜
１
０
・
１
１
時

台
は

、
８
Ｋ
ベ
ス
ト
ウ
イ
ン
ド
ー

・
８
Ｋ
の
看
板
コ
ン
テ
ン
ツ
を
４
Ｋ
で
も
放

送

多
彩

な
ス
ポ
ー
ツ
を
柔
軟
に
編
成

・
４
Ｋ

・
多

種
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
、

曜
日

や
時

間
帯

を
問

わ
ず
随

時
編

成

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
８
Ｋ

８
Ｋ
中

継
車

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

４
K
・
８

K
送

出
設
備

８
K
カ
メ
ラ
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今
後

に
つ
い
て

13

2
0
1
8
-
2
0
2
0
年

度
）

90



（
参
考

）
Ｂ
Ｓ
の
「
右

旋
」
と
「
左

旋
」

14

偶
数

ﾁ
ｬﾝ

ﾈ
ﾙ

（
左

旋
）

2
4

6
8

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

す
べ
て
使
用
中

４
Ｋ
・
８
Ｋ
試
験
放
送
で
利
用
（～

７
月
ま
で
）

（
１
２
月
～
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
４
Ｋ
放
送
開
始

1
3

5
7

9
1

1
1

3
1

5
1

7
1

9
2

1
2

3

（
１
２
月
～
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
８
Ｋ
放
送
開
始

右
旋

・
左

旋
共

用
ア

ン
テ

ナ
に

交
換

B
S
右
旋

4K
/8

K

B
S
左
旋

「
右
旋
」
と
「
左

旋
」

隣
接

す
る

奇
数

チ
ャ

ン
ネ

ル
と

偶
数

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

電
波

の
干

渉
を

避
け

る
た

め
、

奇
数

チ
ャ

ン
ネ

ル
と

偶
数

チ
ャ

ン
ネ

ル
で

電
波

の
進

み
方

を
変

え
て

い
る

▽
奇

数
チ

ャ
ン

ネ
ル

：
右

旋
円

偏
波

*
の

電
波

＊
電
磁
波
の
進
行
方

向
に
正

対
す
る
方
向

か
ら
み

た
と
き
、
偏

波
面

の
回
転

方
向
が

時
計
回

り
の

も
の

▽
偶

数
チ

ャ
ン

ネ
ル

：
左

旋
円

偏
波

*
の

電
波

＊
電
磁
波
の
進
行
方

向
に
正

対
す
る
方
向

か
ら
み

た
と
き
、
偏

波
面

の
回
転

方
向
が

反
時
計

回
り
の
も
の

（
従

来
の

Ｂ
Ｓ

ア
ン

テ
ナ

で
は

受
信

不
可

）


現
在
の
Ｂ
Ｓ
で
利

用
可

能
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

（右
旋

・奇
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
は
、
全
て
使
用
中


こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

Ｂ
Ｓ
８
Ｋ
放
送

は
、
現

在
使
わ

れ
て
い
な
い
左

旋
・
偶
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
す
る


左
旋
・
偶
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

電
波

を
受
信

す
る
た
め
に
は

、
Ｂ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
の
交
換
等
が
必
要

ま
た
、
宅
内
配
線

や
機

器
の

交
換

が
必
要

な
場

合
も
あ
る

91



有
料
衛
星
放
送
事
業
の
沿
革
に
つ
い
て

 

2
0
1
8
年

3
月

5
日

 

株
式

会
社

W
O

W
O

W
 

資
料
２
－
４
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©
 2

0
1
8
W

O
W

O
W

 I
N

C
. 

衛
星

放
送

時
代

初
期

 

1
 


1
9
9
1
年

4
月

 
日

本
初

の
民

間
衛

星
放

送
会

社
と
し

て
開

局
 


衛

星
放

送
の

特
徴

 
- 

地
上

波
に

比
べ

て
高

画
質

・高
音

質
 

- 
一

波
で

全
国

を
カ

バ
ー

 


映

画
を

中
心

に
、
ス

ポ
ー

ツ
・音

楽
・
ス

テ
ー

ジ
等

を
含

め
た

 
世

界
の

一
流

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

を
ラ

イ
ン

ナ
ッ
プ

 


帯

域
を

最
大

限
有

効
活

用
し

た
最

高
品

質
の

「
ホ

ー
ム

・シ
ア

タ
ー

・チ
ャ
ン

ネ
ル

」
 

1
9
9
2
年

8
月

、
世

界
の

有
料

テ
レ

ビ
史

上
最

短
で

 
累

計
正

味
加

入
契

約
数

1
0
0
万

世
帯

突
破

。
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©
 2

0
1
8
W

O
W

O
W

 I
N

C
. 

衛
星

放
送

の
多

様
化

 

2
 


B
S
放

送
（

1
9
8
4
年

~
）

 


準

基
幹

的
メ

デ
ィ
ア

（
地

上
波

放
送

の
ワ

ン
モ

ア
メ

デ
ィ
ア

）
 


高

画
質

・高
音

質
 

 


C
S
放

送
（

1
9
9
6
年

~
）

 


多

チ
ャ
ン

ネ
ル

 


多

機
能

（
専

門
性

）
 

B
S
と
C
S
が

棲
み

分
け

さ
れ

た
中

で
、
B
S
の

特
色

を
活

か
し

た
 

高
品

質
な

番
組

ラ
イ

ン
ナ

ッ
プ

に
よ

っ
て

、
お

客
様

の
支

持
を

頂
い

て
き

た
。
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©
 2

0
1
8
W

O
W

O
W

 I
N

C
. 

当
社

サ
ー

ビ
ス

の
満

足
度

を
支

え
る

最
重

要
項

目
 

3
 

①
番

組
の

質
（

番
組

の
面

白
さ

や
新

し
さ

）
 

②
番

組
の

量
（

作
品

数
の

充
実

度
や

放
送

ジ
ャ
ン

ル
の

幅
広

さ
）

 

③
高

品
質

（
画

質
・音

質
の

良
さ

）
 

④
2
4
時

間
放

送
（

2
4
時

間
い

つ
で

も
視

聴
で

き
る

）
 

 ※
直

近
調

査
で

は
、
「画

質
・
音

質
の

良
さ

」に
つ

い
て

6
0
%

も
の

加
入

者
が

満
足

を
示

し
て

お
り
、
 

  
 一

方
、
不

満
を

持
つ

加
入

者
は

、
3
％

と
極

め
て

少
な

い
状

況
で

あ
る

。
 

※
満

足
度

調
査

は
、
当

社
経

営
お

よ
び

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

お
け

る
重

要
指

標
の

ひ
と
つ

で
あ

り
、
 

 
 顧

客
満

足
度

/不
満

足
度

と
解

約
数

の
増

減
と
に

相
関

関
係

が
認

め
ら

れ
て

お
り
ま

す
。
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©
 2

0
1
8
W

O
W

O
W

 I
N

C
. 

デ
ジ

タ
ル

放
送

時
代

 

4
 


2
0
0
0
年

1
2
月

 
B
S
デ

ジ
タ

ル
放

送
開

始
 


フ
ル

H
D

（
1
9
2
0
×

1
0
8
0
）

を
採

用
 

※
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
は

、
1
4
4
0
×

1
0
8
0
の

H
D

画
質

 

 


チ

ャ
ン

ネ
ル

分
割

を
活

用
し

、
「ま

だ
ら

放
送

」で
サ

ー
ビ

ス
提

供
 

•
「フ

ル
H

D
×

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

」で
最

高
画

質
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

お
届

け
 

•
「
S
D

×
3
チ

ャ
ン

ネ
ル

」で
幅

広
い

ラ
イ

ン
ナ

ッ
プ

を
お

届
け

 

•
上

記
を

時
間

帯
ご

と
に

分
け

て
放

送
 

 

番
組

の
充

実
度

と
高

品
質

の
両

面
を

活
か

し
た

「ま
だ

ら
放

送
」と

い
う
 

帯
域

を
最

大
限

に
有

効
活

用
し

た
ユ

ニ
ー

ク
な

放
送

形
態

で
ス

タ
ー

ト
。
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0
1
8
W

O
W

O
W

 I
N

C
. 

ま
だ

ら
放

送
時

の
番

組
表

イ
メ

ー
ジ

 

5
 

2
0
0
1
年

4
月

2
7
日

(金
）

 

1
9
1
c
h
 

1
9
2
c
h
 

1
9
3
c
h
 

1
9
:0

0
 

0
0
 [

H
V

] 
シ

ザ
ー

ハ
ン

ズ
 

 
 
 テ

ィ
ム

・バ
ー

ト
ン

特
集

(’
9
0
 米

) 

2
0
:0

0
 

2
1
:0

0
 

0
0
 [

H
V

] 
ア

ン
ダ

ー
・プ

レ
ッ
シ

ャ
ー

 
 
 
 S

F
映

画
特

集
(’

9
9
 米

) 
 

2
2
:0

0
 

4
0
 T

M
 N

E
T
W

O
R

K
 L

IV
E
- 

  
  

T
O

U
R

 M
a
jo

r 
T
u
rn

-R
o
u
n
d
 

  
  

 ~
1
.1

9
 東

京
国

際
フ
ォ
ー

ラ
ム

 

 

4
0
 タ

イ
ム

ト
ラ

ベ
ラ

ー
 

  
  

 き
の

う
か

ら
来

た
恋

人
(’

9
9
 米

) 
 

4
0
 ビ

ッ
グ

ク
ラ

ブ
の

激
闘

! 
 
 
 欧

州
サ

ッ
カ

ー
 

 
 
 U

E
F
A
チ

ャ
ン

ピ
オ

ン
ズ

リ
ー

グ
 

 
 
 1

次
グ

ル
ー

プ
リ
ー

グ
 

 
 
 第

1
節

 ミ
ラ

ン
v
sベ

ジ
ク

タ
シ

ュ
 

2
3
:0

0
 

2
4
:0

0
 

2
5
:0

0
 

フ
ル

H
D

放
送

 

S
D

放
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放送を巡る諸課題に関する検討会 

「衛星放送の未来像に関するワーキンググループ」開催要綱 

 

 

１ 背景・目的 

 我が国の衛星放送は、新たな4K8K実用放送の開始、110度CS放送の高度化の推進な

どにより、視聴者に高精細、高画質なコンテンツを提供できる環境を整備しつつあ

る。一方で、インターネットによる動画配信サービスについても、4Kをはじめとす

る高画質コンテンツの充実等により市場が拡大しており、衛星放送を取り巻く環境

は大きく変化しつつある。 

本ワーキンググループは、「放送を巡る諸課題に関する検討会 放送サービスの未

来像を見据えた周波数有効活用に関する検討分科会」の下に設置される会合として、

我が国の衛星放送を取り巻く現状と課題を整理するとともに、放送の高度化に伴う

衛星放送の将来的な在り方等について検討することを目的とする。 

  

２ 名称 

 本ワーキンググループは「衛星放送の未来像に関するワーキンググループ」と称

する。 

 

３ 主な検討項目 

（１）衛星放送を取り巻く現状と課題の整理 

（２）衛星放送の帯域の有効活用の在り方 

（３）4K・8K時代における衛星放送の展望 

（４）衛星放送への新規参入の在り方 

（５）その他 

 

４ 構成及び運営 

（１）本ワーキンググループの主査は、放送サービスの未来像を見据えた周波数有

効活用に関する検討分科会長が指名する。本ワーキンググループの構成員及び

オブザーバーは、主査が指名する。 

（２）主査は、必要があると認めるときは、主査代理を指名することができる。 

（３）主査代理は主査を補佐し、主査不在のときは主査に代わって本ワーキンググル

ープを招集する。 

（４）主査は、必要に応じ、構成員以外の関係者の出席を求め、意見を聴くことが

できる。 

（５）その他、本ワーキンググループの運営に必要な事項は、主査が定めるところ

による。 
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５ 議事の取扱い 

（１）本ワーキンググループの会議は、原則として公開とする。ただし、公開する

ことにより当事者又は第三者の権利及び利益並びに公共の利益を害するおそれ

がある場合その他主査が必要を認める場合については、非公開とする。 

（２）本ワーキンググループの会議で使用した資料については、原則として総務省

のホームページに掲載し、公開する。ただし、公開することにより当事者又は

第三者の権利及び利益並びに公共の利益を害するおそれがある場合その他主査

が必要を認める場合については、非公開とする。 

（３）本ワーキンググループの会議については、原則として議事要旨を作成し、総

務省のホームページに掲載し、公開する。 

 

６ その他 

本ワーキンググループの庶務は、情報流通行政局衛星・地域放送課が関係課と連

携して行うものとする。 
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放送を巡る諸課題に関する検討会 
「衛星放送の未来像に関するワーキンググループ」 

構成員・オブザーバー名簿 
 

（敬称略、主査を除き五十音順） 
（平成 29年 1月 15日現在） 

【構成員】 
   

 いとう すすむ  

（主査） 伊東 晋 東京理科大学理工学部教授 

 いしだ ゆきえ  

 石田 幸枝 公益社団法人全国消費生活相談員協会理事 

 えなみ かずまさ  

 榎並 和雅 東京工業大学監事 

 おおはし ひろし  

 大橋 弘 東京大学大学院経済学研究科教授 

 おく りつや  

 奥  律哉 株式会社電通電通総研フェロー 

 おと よしひろ  

 音  好宏 上智大学文学部教授 

 こんどう のりこ  

 近藤 則子 老テク研究会事務局長 

 ししど じょうじ  

 宍戸 常寿 東京大学大学院法学政治学研究科教授 

 なかむら しゅうじ  

 中村 秀治 株式会社三菱総合研究所参与 

  （計９名）   

 

【オブザーバー】 
   

 一般社団法人衛星放送協会  
   

 日本放送協会  
   

 一般社団法人日本民間放送連盟  

   

 一般社団法人放送サービス高度化推進協会  

  （計４名）   
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「衛星放送の未来像に関するワーキンググループ」 

審議経過 
 

 

○第１回会合（平成３０年２月８日（木）） 

・開催要綱の確認等 

・衛星放送事業の現状と課題 

 （説明者：中村構成員、奥構成員） 

・衛星放送のハード事業の現状と課題 

 （説明者：（株）放送衛星システム、スカパーＪＳＡＴ（株）） 

・意見交換 

 

 

○第２回会合（平成３０年３月５日（月）） 

・衛星基幹放送の帯域利用の現状 

 （説明者：（株）ＢＳ日本、日本放送協会、（株）ＷＯＷＯＷ） 

・意見交換 

 

 

○第３回会合（平成３０年４月２日（月）） 

・衛星放送の未来像に関する論点について 

・意見交換 

 

 

○第４回会合（平成３０年４月２５日（水）） 

・衛星放送の未来像に関するワーキンググループ報告書骨子案について 

・意見交換 

 

 

○第５回会合（平成３０年５月１８日（金）） 

・衛星放送の未来像に関するワーキンググループ報告書案について 

・意見交換 
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